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会　

長　

遠　

藤　

正　

一

福
島
県
土
地
改
良
団
体
職
員
連
絡
協
議
会

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
壮
健
で
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
当
協
議
会
に
対
し
ま
し
て
は
特
段
の
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
平
成
二
十
四
年
度
総
会
に
お
い
て
永
峯
前
会
長
の
後
任
と
し
て
会
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
、
安
積
疏
水
土
地
改
良
区
の
遠
藤
正
一
と
申
し
ま
す
。
重
職
に
就
き
ま

し
た
不
安
や
責
任
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て
お
り
ま
す
が
、
役
員
・
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
職
を
務
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
四
日
、
五
日
に
会
員
二
十
九
名
の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
県
外
視
察
研

修
に
お
い
て
、
岩
手
県
の
照
井
土
地
改
良
区
、
宮
城
県
の
亘
理
土
地
改
良
区
を
研
修

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
照
井
土
地
改
良
区
で
は
、
マ
イ
ク
ロ
小
水
力
発
電
所
の
遠
隔

監
視
シ
ス
テ
ム
を
低
コ
ス
ト
化
で
実
施
し
、
管
理
水
路
が
世
界
遺
産
の
中
尊
寺
内
を

通
り
、
毛
越
寺
の
庭
園
に
注
水
し
て
お
り
ま
し
た
。
中
尊
寺
に
は
平
日
な
の
に
大
勢

の
観
光
客
が
お
り
、
本
県
と
の
違
い
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

亘
理
土
地
改
良
区
で
は
、
三
品
理
事
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
津
波

災
害
地
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
、
震
災
後
初
め
て
沿
岸
を
見
た
の
で

甚
大
な
被
害
に
驚
愕
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
復
旧
・
復
興
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
お
り
ま
し
た
。
放
射
能
で
復
興
が

進
ま
な
い
本
県
の
沿
岸
と
は
対
照
的
で
し
た
。

　

農
業
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
担
い
手
の
減
少
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
農

村
の
過
疎
化
、
混
住
化
等
の
進
行
に
伴
う
集
落
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
農
業
用
水
等

の
管
理
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
先
人
達
が
苦
労
し
て
築
き

上
げ
て
き
た
農
業
水
利
施
設
を
維
持
し
後
生
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
使
命
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

永
峯
前
会
長
を
は
じ
め
本
協
議
会
役
員
を
退
任
な
さ
れ
た
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
の

協
議
会
へ
の
ご
貢
献
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十
五
年
、
新
し
い
年
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

昨
年
の
「
む
つ
み
」
で
は
、「
前
向
き
に
考
え
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
行
動
を
起
こ
す

年
に
し
よ
う
」
と
書
か
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
如
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
は
言
い
な
が
ら
、
私
た
ち
は
お
お
に
し
て
壁
に
ぶ
ち
当
た
り
、
仕
事
も
行
き

詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
次
の
二
つ
の
ど
ち
ら

か
の
状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、「
必
要
な
対
策
自
体
が
見
え
て
い
な
い
場
合
」、
そ
の
結
果
、
些
細
な
事

務
的
事
項
の
正
確
性
に
極
端
に
固
執
す
る
な
ど
、
本
当
の
問
題
か
ら
目
を
背
け
る
歪

ん
だ
心
理
が
働
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
心
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、「
追
求
し
て
い
る
対
策
が
間
違
っ
て
い
る
場
合
」、
そ
の
結
果
、
問

題
の
本
質
を
見
失
っ
て
い
ま
す
。
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
問
題
の
本
質
を
再
検
証
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

言
う
は
易
し
で
す
。
コ
チ
コ
チ
に
固
ま
っ
た
頭
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
、
物
事
の
本
質

を
見
抜
け
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
れ
が
出
来
る
く
ら
い
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
膠
着
状
態

に
陥
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

経
営
の
神
様
と
い
わ
れ
る
松
下
幸
之
助
は
「
何
事
も
、
行
き
詰
ま
れ
ば
、
ま
ず
、

自
分
の
見
方
を
変
え
る
こ
と
で
あ
る
。
案
外
、
人
は
無
意
識
の
中
に
も
一
つ
の
見
方

に
固
執
し
て
、
他
の
見
方
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で
あ
る
。」（「
大
切
な
こ
と
」

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
行
き
詰
ま
っ
た
ら
、
心
を
落
ち
着
け
、
一
息
つ
い
た
ら
、
見
方
を
変
え

て
、
ま
ず
、
原
点
に
立
ち
帰
り
、
原
理
・
原
則
か
ら
逸
脱
し
て
い
な
い
か
、
目
先
の

利
益
や
効
用
に
目
が
行
っ
て
、
長
期
的
な
視
点
が
抜
け
て
い
な
い
か
、
か
ら
点
検
・

ス
タ
ー
ト
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
十
ヶ
月
以
上
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ス

タ
ー
ト
を
き
れ
な
い
区
域
も
あ
り
、
本
県
の
復
旧
・
復
興
は
ま
だ
ま
だ
先
が
見
え
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
世
論
調
査
な
ど
か
ら
は
、
全
国
的
に
大
震
災
が
急
速
に
風

化
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
景
気
（
経
済
）
対
策
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
等
に
加
え
て
新
た
な
政
権

の
対
応
に
よ
っ
て
は
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
益
々
厳
し
い
状
況
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
私
た
ち
は
心
を
一
つ
に
し
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
く
固
い

決
意
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

御
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
福
島
県
の
一
刻
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
祈
念
し
、
ま
た
、
福
島
県
土
地

改
良
団
体
職
員
連
絡
協
議
会
の
益
々
の
発
展
と
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

専
務
理
事　

茂　

木　

功　

一

水み

土ど

里り

ネ
ッ
ト
福
島

　
（
福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
）
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福
島
県
土
地
改
良
団
体
職
員
連
絡
協
議

会
第
三
十
六
回
総
会
は
、
平
成
二
十
四
年

七
月
十
九
日
㈭
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
会

津
若
松
市
「
く
つ
ろ
ぎ
宿
新
滝
」
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

　

遠
藤
正
一
副
会
長
（
安
積
疏
水
土
地
改

良
区
）
の
開
会
宣
言
、
永
峯
眞
会
長
（
会

津
宮
川
土
地
改
良
区
）
の
挨
拶
の
後
、
永

年
勤
続
表
彰
が
行
わ
れ
、
表
彰
状
の
授
与

及
び
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。

　

受
賞
者
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

表
彰
式
後
、
福
島
県
会
津
農
林
事
務
所

農
村
整
備
部
長
横
川
松
二
朗
様
、
福
島
県

土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
専
務
理
事
茂

木
功
一
様
よ
り
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
。

　

議
長
に
山
都
町
土
地
改
良
区
の
遠
藤
敏

雄
氏
が
選
出
さ
れ
、挨
拶
後
、議
事
に
入
っ

た
。

　

議
案
第
１
号
「
平
成
二
十
三
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
」、
議
案
第
２
号
「
平
成

二
十
三
年
度
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て
」

が
一
括
議
題
と
し
て
出
さ
れ
、
事
務
局
の

説
明
、
赤
崎
政
司
代
表
監
査
員
（
阿
賀
川

土
地
改
良
区
）
の
監
査
結
果
報
告
の
後
、

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
第
３
号
「
平
成
二
十
四
年
度
補
正

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」、
議
案
第
４
号

「
平
成
二
十
五
年
度
会
費
・
協
賛
金
の
額

及
び
徴
収
方
法
（
案
）
に
つ
い
て
」、
議

案
第
５
号
「
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画

（
案
）」、
議
案
第
６
号
「
平
成
二
十
五
年

度
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」
は
事
務

会長挨拶

表彰式

来賓祝辞：横川部長来賓祝辞：茂木専務理事

議長：遠藤氏
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局
の
説
明
後
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
、
議
案
第
７
号
「
役
員
の
改
選
に

つ
い
て
」
は
事
務
局
よ
り
役
員
候
補
者
案

の
提
示
が
あ
り
、
事
務
局
案
の
方
々
が
選

任
さ
れ
た
。
会
長
・
副
会
長
及
び
代
表
監

査
員
の
互
選
会
が
行
わ
れ
、
会
長
に
県
中

方
部
・
安
積
疏
水
土
地
改
良
区
の
遠
藤
正

一
さ
ん
、
副
会
長
に
相
双
方
部
・
そ
う
ま

土
地
改
良
区
の
遠
藤
喜
雄
さ
ん
、
会
津
方

部
・
会
津
中
央
土
地
改
良
区
の
村
山
恭
子

福
島
県
土
地
改
良
団
体
職
員
連
絡
協
議
会
役
員
名
簿

（
平
成
24
年
度
〜
25
年
度
）

さ
ん
、
土
地
連
の
小
林
剛
さ
ん
、
代
表

監
査
員
に
須
賀
川
市
土
地
改
良
区
の
橋

本
雄
司
さ
ん
が
選
任
さ
れ
た
。

新
会
長
の
挨
拶
の
後
、
議
案
審
議
を
終

了
し
た
。

※
新
役
員
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

総
会
は
、
遠
藤
喜
雄
副
会
長
（
そ
う

ま
土
地
改
良
区
）
の
閉
会
宣
言
に
よ
り

終
了
し
た
。
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総
会
終
了
後
、
業
務
研
修
会
が
行
わ

れ
た
。

　

福
島
県
農
林
水
産
部
農
村
計
画
課
森

口
康
弘
主
幹
よ
り
「
福
島
県
の
農
業
農

村
整
備
に
つ
い
て
」
の
講
演
を
い
た
だ

い
た
。

　

ま
た
、「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
調
査
報
告
会
」
と
し
て
、
浪
江
町
町

議
会
議
員
・
請
戸
川
土
地
改
良
区
理
事

三
瓶
宝
次
氏
よ
り
、
事
故
か
ら
二
十
五

年
を
経
て
今
も
放
射
線
の
影
響
が
残
る

現
地
の
様
子
と
、
放
射
線
対
策
な
ど
が

紹
介
さ
れ
た
。

　

二
日
目
の
現
地
研
修
は
、
東
京
電
力

猪
苗
代
電
力
所
の
職
員
の
方
の
案
内
に

よ
り
小
石
ケ
浜
取
水
口
を
見
学
し
た
。

次
に
戸
ノ
口
堰
土
地
改
良
区
の
小
松
事

務
局
長
の
説
明
に
よ
り
飯
森
山
弁
天
洞

窟
を
視
察
見
学
し
、
戸
ノ
口
堰
の
水
の

恵
の
す
ば
ら
し
さ
や
白
虎
隊
の
歴
史
等

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

農村計画課　森口主幹農村計画課　森口主幹

現地研修「小石ケ浜取水口」

現地研修「飯森山弁天洞窟」

請戸川土地改良区　三瓶理事請戸川土地改良区　三瓶理事

業
務
研
修
会
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　職員連絡協議会会員の皆様、並びに関係者の皆様、新年おめでとうございます。
　皆様には、輝かしい年を迎えられたことと拝察いたし、心からお慶び申し上げます。
　私こと、昨年の総会を最後に職員連絡協議会の役職を退かせて頂きましたが、在任中は皆様
より特段のご理解とご協力を頂き、深く感謝申し上げる次第です。特に会長在任時に役員であっ
た皆様、事務局の皆様には非常にご迷惑をおかけしたと思いまので、改めて感謝申し上げます。
　それで今回むつみに挨拶を1,200字程度で書いてくれと遠藤会長名で文書が届きました。遠
藤会長には職連協のほかにも国営かん排の県協議会事務局も引継ぎましたので、何とか書かな
いと義理を欠くと思いつつもただ時間だけが過ぎ、今は締め切り２日前にして苦吟の最中と
なっております。
　さて、在任中最も大きな出来事と言えば、やはり何と言っても「東日本大震災と原発事故」
につきます。発生以来、新年を迎えるのは２度目となりますが、被災された方々は仮設住宅や
故郷を離れての生活を余儀なくされ、何かと困難で不自由な状況の中におられます。福島の復
興なくして日本の再生を図ることはできないと言いながら、実情は他の被災県と復興の度合い
に差があるように思われます。
　本号が出るころには新しい内閣になっていると思いますが、国には早急な対応を図っていた
だき、浜通地区の普通の生活と農地の復旧、復興が早い段階で実現され、土地改良区の運営基
盤が再興されることをご祈念申し上げます。
　ところで、昨年は皆さんにとって良い年でありましたか？何をもって良い年かというと人そ
れぞれではありますが、思うにまず健康（家族も）であること、平穏（世間、家庭も）であること、
願い事が叶うこと、仕事が順調であること、ジャイアンツの優勝、フェブラリーＳから始まり
有馬記念で有終の美を飾る（願わくは年間Ｇ１完全制覇）こと、牙狼または花の慶次で連荘す
ること、宝くじが高額当選すること、・・・などがあると思いますが、中でも継続しなければ
ならないことは非常に日常的なものなので、普段は見過ごしがちになりやすいですが、そのこ
とに気が付かないようなことが平凡でも悪くないことであり、そこに普通の良いことがあると
思います。
　しかし、人は欲を持たなくては何も向上しない、むしろ現状維持は退化と同じであると思い
ます。私の場合などはそのうち尻尾が生えてくるほど退化するのではないかと危惧しておりま
す。まあ、尻尾より小っちゃいのは反対側にあるような気がしますけど。
　閑話休題。最近、新規職員が増えてきているようで世代交代が進みつつあるようです。残り
僅かな我々は知識と経験を伝え、伸び盛りの若手には失敗を恐れぬ気概を持って頂きたい。そ
うでなければ農業団体は危険水域に入りかねない。「やってみせ、言って聞かせてさせてみて、
褒めてやらねば人は動かじ」（by山本五十六）
　ということで脈略のないものとなりましたが（自分らしいな）、皆さんには本当にお世話に
なりました。今後とも職員連絡協議会で交流を図っていきましょう。今年もお元気で。

福島県土地改良団体職員連絡協議会
前会長 永　峯　　　眞

（会津宮川土地改良区）
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三
十
年
勤
続

　
　
　

阿
賀
川
土
地
改
良
区　
　
　
　
　
　
　
　

赤　

崎　

政　

司

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会　
　

三　

浦　

宏　

幸

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会　
　

高　

橋　

正　

一

二
十
年
勤
続

　
　
　

戸
ノ
口
堰
土
地
改
良
区　
　
　
　
　
　
　

齋　

藤　

義　

夫

　
　
　

戸
ノ
口
堰
土
地
改
良
区　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

千　

恵

　
　
　

猪
苗
代
町
土
地
改
良
区　
　
　
　
　
　
　

渡　

部　

淳　

夫

　
　
　

会
津
宮
川
土
地
改
良
区　
　
　
　
　
　
　

前　

田　

伸　

一

　
　
　

磐
城
小
川
江
筋
土
地
改
良
区　
　
　
　
　

小
山
田　

美
保
子

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会　
　

橋　

本　

美
恵
子

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会　
　

北　

原　

由　

香

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会　
　

松　

田　

秀　

樹

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会　
　

岩　

城　

彰　

朗

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会　
　

尾　

形　

和　

子

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会　
　

阿　

部　

由
紀
子

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会　
　

立　

野　

浩　

子

　
　
　

福
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会　
　

𠮷　

永　

典　

子

　

十
年
勤
続

　
　
　

安
積
疏
水
土
地
改
良
区　
　
　
　
　
　
　

市　

川　

賢　

一

　
　
　

安
積
疏
水
土
地
改
良
区　
　
　
　
　
　
　

志　

村　

恭　

成

　
　
　

雄
国
山
麓
土
地
改
良
区　
　
　
　
　
　
　

山　

口　

享　

司

　
　
　

会
津
北
部
土
地
改
良
区　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

秀　

優

　
　
　

会
津
宮
川
土
地
改
良
区　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

美
代
子

　
　
　

会
津
宮
川
土
地
改
良
区　
　
　
　
　
　
　

渡　

部　

庄　

吾

　
　
　

会
津
宮
川
土
地
改
良
区　
　
　
　
　
　
　

二　

瓶　

保　

之

　
　
　

穴
堰
水
系
土
地
改
良
区　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

麗　

子
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こ
の
度
、
永
年
勤
続
受
賞
を
頂
き
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

　

私
の
勤
務
す
る
土
地
改
良
区
は
、
一
人

体
制
の
土
地
改
良
区
で
す
。

　

入
っ
た
ば
か
り
の
時
は
、
前
職
員
の
方

が
退
職
を
し
て
い
て
、
誰
も
い
な
い
事
務

所
に
一
人
ポ
ツ
リ
と
机
に
座
っ
て
い
ま
し

た
。
何
を
し
て
い
い
か
分
か
ら
ず
、
ま
ず

は
、
自
分
で
分
か
り
や
す
い
様
に
ロ
ッ

カ
ー
の
整
理
か
ら
始
め
ま
し
た
。
次
に
台

帳
を
見
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
開
い
た
り
、

定
款
・
規
約
を
読
ん
だ
り
と
そ
ん
な
日
々

を
す
ご
し
て
い
ま
し
た
。
賦
課
徴
収
時
期

に
は
一
円
の
間
違
い
も
な
い
様
に
と
緊
張

し
ま
し
た
。
分
か
ら
な
い
こ
と
も
次
々
に

出
て
来
て
戸
惑
っ
た
時
も
数
々
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
様
な
時
は
、
他
の
土
地
改
良
区

の
方
に
お
聞
き
し
た
り
、
ま
た
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

を
し
て
下
さ
っ
た
り
と
大
変
良
く
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
色
々
な
事
が

あ
っ
た
様
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
私
も

十
一
年
の
歳
月
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
健
康
管
理
に
注

意
し
、頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

30年を振り返って

赤　崎　政　司
阿賀川土地改良区

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原
発
事
故
か
ら

一
年
十
ヶ
月
が
経
過
し
て
も
放
射
性
物
質

の
拡
散
に
よ
り
、
復
旧
、
復
興
は
進
ま
ず
、

県
内
の
農
産
物
は
風
評
被
害
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
三
十
年
永
年
勤
続
表
彰
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
三
十
年
間
関
係
各
位
に

は
い
ろ
い
ろ
ご
指
導
ご
鞭
撻
い
た
だ
き
勤

務
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
感
謝
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
年
一
昔
と
い
い
ま
す
が
、
土
地
改
良

区
に
勤
務
し
て
「
あ
っ
と
い
う
間
に
三
十

年
間
」
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
こ
の
度
の

表
彰
に
あ
た
り
三
十
年
の
回
想
を
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
三
年
四
月
に
採
用
さ
れ
、
当

時
の
用
排
水
路
は
、
土
側
溝
で
十
一
区
域

に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
水
系
が
別
々
で
河

川
か
ら
ポ
ン
プ
に
よ
り
取
水
し
て
灌
漑
し

て
い
ま
し
た
。
大
雨
に
な
る
と
河
川
の
水

位
が
上
昇
し
て
揚
水
所
が
浸
水
し
て
し
ま

う
の
で
ポ
ン
プ
の
モ
ー
タ
ー
を
は
ず
し
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
包
み
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ

ク
で
つ
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
際
に
作
業
服
に
油
等
が
付
着

し
て
し
ま
う
の
が
と
て
も
い
や
だ
っ
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
五
十
六
年
頃
か
ら
管
内
全
区
域
が

今を振り返って

鈴　木　麗　子
穴堰水系土地改良区

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
合
わ
せ
て
ほ

場
整
備
事
業
（
一
千
四
百
町
歩
）
が
計
画

さ
れ
本
格
的
に
事
業
が
推
進
さ
れ
ま
し

た
。
事
業
の
採
択
申
請
の
同
意
徴
収
、
工

事
実
施
の
説
明
会
等
が
連
日
連
夜
行
わ
れ

ま
し
た
。
平
成
元
年
の
時
は
ほ
場
整
備
の

一
年
間
の
事
業
費
が
十
一
億
円
で
、
今
の

時
代
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
年
、
担
当
職
員
が
入
院
し
て
し

ま
い
、
工
事
説
明
会
、
境
界
立
会
、
一
時

利
用
地
指
定
通
知
書
作
成
な
ど
一
人
で
実

施
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の

こ
ろ
か
ら
農
家
の
高
齢
化
が
進
み
対
応
策

と
し
て
、
担
い
手
育
成
事
業
、
農
地
集
積

事
業
等
の
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
二
十
一
世

紀
型
水
田
農
業
モ
デ
ル
ほ
場
整
備
事
業
を

農
家
の
負
担
軽
減
の
た
め
取
り
入
れ
推
進

致
し
ま
し
た
。
単
年
度
事
業
費
の
一
〇

パ
ー
セ
ン
ト
の
補
助
事
業
で
ハ
ー
ド
事
業

と
は
違
い
営
農
指
導
と
な
る
わ
け
で
す
の

で
、
県
の
農
業
普
及
所
、
農
業
振
興
公
社

の
方
々
に
お
願
い
し
て
集
落
営
農
改
善
組

合
、
生
産
組
織
設
立
等
の
説
明
会
開
催
も

連
日
連
夜
実
施
致
し
ま
し
た
。
結
果
と
し

て
普
及
所
、
農
業
振
興
公
社
さ
ん
の
ご

指
導
、
ご
協
力
に
よ
り
目
標
を
達
成
し

三
億
六
千
万
円
の
補
助
金
と
谷
地
生
産
組

合
が
農
林
大
臣
賞
受
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
に
は
管
内
す
べ
て
の
事
業

が
完
了
を
迎
え
三
億
六
千
万
円
に
よ
り
地
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元
負
担
金
の
工
事
費
を
繰
上
償
還
し
又
現

金
に
よ
る
繰
上
償
還
も
行
い
ま
し
た
。
平

成
十
五
年
か
ら
は
、
未
収
金
徴
収
の
た
め

滞
納
処
分
を
実
施
、
役
職
員
一
丸
と
な
り

今
で
も
徴
収
に
努
め
て
い
ま
す
。現
在
は
、

将
来
の
維
持
管
理
に
向
け
集
落
内
外
の
水

路
整
備
と
し
て
、
新
農
業
水
利
シ
ス
テ
ム

保
全
対
策
事
業
と
、
農
業
体
質
強
化
基
盤

整
備
促
進
事
業
暗
渠
工
事
等
の
短
期
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
又
、
平
成
二
十
四

年
よ
り
土
地
改
良
施
設
の
長
寿
化
の
た
め

の
、
国
営
施
設
機
能
保
全
事
業
に
取
り
組

み
今
年
度
か
ら
ソ
フ
ト
事
業
（
調
査
）
を

三
年
間
そ
の
後
ハ
ー
ド
事
業（
補
修
工
事
）

を
十
年
間
実
施
予
定
と
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
経
過
で
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
冒
頭
で
申
し
上
げ
た
と
お
り

｢

あ
っ
と
い
う
間
の
三
十
年
間｣

で
し
た
。

　

今
後
は
物
を
造
る
時
代
で
な
く
、
い
か

に
物
を
長
く
持
た
せ
る
か
、使
用
す
る
か
、

長
寿
化
さ
せ
る
た
め
の
維
持
管
理
が
大
事

で
は
な
い
か
と
思
う
。
又
施
設
の
管
理
責

任
が
問
わ
れ
ま
す
。
先
日
、
山
梨
県
甲
州

市
の
中
央
自
動
車
道
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天

井
板
崩
落
事
故
に
よ
り
、
中
日
本
高
速
道

路
本
社
な
ど
数
力
所
を
家
宅
捜
査
さ
れ
る

管
理
責
任
が
問
わ
れ
る
事
故
が
あ
り
ま
し

た
。
土
地
改
良
施
設
を
預
か
る
者
と
し
て

管
理
責
任
が
果
た
せ
る
よ
う
土
地
改
良
区

職
員
と
し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

「笑いの種、
　　蒔きたいです」

小山田　美保子
磐城小川江筋土地改良区

　

改
良
区
に
お
世
話
に
な
っ
て
か
ら
早
く

も
二
十
年
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

若
い
と
言
わ
れ
て
い
た
は
ず
が
、
既
に

我
が
事
務
所
職
員
の
中
で
は
一
番
年
長
の

お
局
様
状
態
で
、
年
に
一
度
の
支
部
研
修

に
参
加
す
れ
ば
周
り
に
は
、
ど
ん
ど
ん
若

手
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
新
人
の
頃
は
、
支
部
職
員
は
じ
め

他
改
良
区
に
元
気
い
っ
ぱ
い
で
芸
達
者
な

女
性
職
員
が
い
ら
し
て
、
研
修
度
に
顔
が

し
わ
く
ち
ゃ
に
な
る
ほ
ど
大
笑
い
し
た
こ

と
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

芸
達
者
な
男
性
職
員
は
今
も
健
在
（
笑
）

で
す
が
、
私
は
、
新
し
い
職
員
を
大
笑
い

さ
せ
る
ほ
ど
の
芸
は
無
く
、
二
十
年
経
っ

て
も
ま
だ
ま
だ
修
行
中
で
す
。

　

改
良
区
で
学
ぶ
こ
と
は
多
く
、
農
家
の

方
の
手
間
を
か
け
、
労
力
を
惜
し
ま
な
い

素
晴
ら
し
さ
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
お

い
し
い
作
物
は
、
手
を
尽
く
し
て
い
る
作

り
手
に
比
例
し
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
か
っ

こ
良
い
こ
と
を
話
す
よ
り
、
手
間
を
惜
し

ま
な
い
寡
黙
な
行
動
の
方
が
本
当
の
か
っ

こ
良
さ
に
繋
が
る
こ
と
も
充
分
肌
で
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

震
災
の
時
、
寝
た
き
り
を
含
む
九
十
七

歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
二
人
の
家
を
行
き
来

し
、
毎
日
の
水
汲
み
と
食
料
調
達
で
疲
れ

て
い
た
時
、
役
員
や
組
合
員
の
方
が
、
情

報
や
貴
重
な
食
料
を
手
に
し
て
遠
く
か
ら

何
度
も
助
け
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

我
が
家
は
、
こ
の
二
十
年
ず
っ
と
夫
が

単
身
赴
任
で
不
在
で
し
た
の
で
、
本
当
に

心
強
く
感
じ
、
改
良
区
に
勤
め
た
こ
と
を

心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。

　

辛
い
時
に
口
に
し
た
温
か
い
食
物
は
、

豊
か
な
気
持
ち
と
心
に
ゆ
と
り
を
く
れ

て
、
家
の
周
り
に
明
か
り
が
消
え
て
、
近

所
が
避
難
し
て
し
ま
い
、
家
族
だ
け
の
孤

独
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
残
っ
た
地
域
の
人
達
で
炊
き
出

し
を
し
た
り
、
お
茶
会
を
開
い
た
り
す
る

余
裕
も
出
て
き
ま
し
た
。

ま
す
。

　

最
後
に
本
年
度
は
皆
様
方
に
と
っ
て
、

素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
ん
な
あ
り
が
た
い
気
持
ち
を
持
た
せ

て
く
れ
た
人
達
と
毎
日
仕
事
が
で
き
る
の

は
、
今
の
世
の
中
で
は
珍
し
く
貴
重
で
、

幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
体
験
を
心
に
留
め
、
お
世
話
に

な
っ
た
方
や
役
員
、
組
合
員
の
方
達
の
役

に
立
ち
、
期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
が

ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
す
べ
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
、
夫
の
単
身
赴
任
で
楽
を
し
て

い
た
私
の
体
は
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
遂
げ
、

性
格
も
豪
快
に
な
り
ま
し
た
。

　

夫
は
息
子
達
に
「
母
ち
ゃ
ん
は
日
本
一

の
詐
欺
師
」
と
か
「
俺
が
結
婚
し
た
は
ず

の
女
は
、
た
し
か
観
月
あ
り
さ
ス
タ
イ
ル

だ
っ
た
は
ず
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
二
倍

の
体
に
な
っ
た
私
は
、へ
こ
た
れ
ま
せ
ん
。

　
「
が
は
は
！
」
と
い
つ
も
大
き
な
声
で

豪
快
に
笑
い
飛
ば
し
、
私
の
大
好
き
な
福

島
県
が
本
当
の
福
を
持
つ
地
に
な
る
よ
う

に
、
一
番
生
活
に
密
着
し
て
い
る
農
家
が

笑
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
る
よ
う
に
、
毎

日
少
し
ず
つ
で
も
元
気
の
種
を
蒔
き
、
で

き
る
範
囲
で
自
分
と
関
わ
っ
た
人
達
に
楽

し
み
を
運
べ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
目
標
で
す
。
手
始
め
に
、
津
軽

三
味
線
を
習
い
始
め
ま
し
た
。
ま
だ
、「
さ

く
ら
さ
く
ら
」
し
か
弾
け
ま
せ
ん
。
十
年

後
の
支
部
研
修
で
の
披
露
を
目
標
に
、
皆

さ
ん
そ
れ
ま
で
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
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　第35回全国土地改良大会は、平成24年11月
21日㈬午後１時30分から、沖縄県那覇市・奥
武山総合運動場武道館アリーナ棟において開
催された。
　大会テーマ「水土里豊かな守禮の邦　美ら
さん真心　おーきな和」の下、全国から約2,500
名の土地改良関係者が集い、「新たな土地改良
長期計画」に基づく「食を支える水と土の再生・
創造」の実現に向け、農村の持つ魅力と資源
の重要性や、これを有効活用する農業農村整
備事業の役割を広く国民にアピールするとと
もに、新たな視点に立った農業農村整備事業
に展開を図ることを確認しあった。

　式典では、水土里ネット沖縄古謝会長が開催地を代表し、「農村が過疎化や高齢化、担い手不足等の課
題に直面しており、大会テーマである『おーきな和』をつくり、農村の再生に向けて取り組もう」と挨拶
した。
　続いて、全国水土里ネット(水土里ネット京都)野中会長が主催者を代表し、「農業と農村は国の大本。
食と農業、伝統文化、美しい農村は断固として守り抜かなければならない。本土復帰40周年の節目を迎え
た沖縄で、改めて我々に課せられた使命の重要性に決意を新たにしている。」と述べた。
　このあと、来賓祝辞、土地改良事業功労者表彰式が行われ、本県からは、猪狩利衛富岡町土地改良区理
事長が「農村振興局長賞」を、増井俊弘柳津町土地改良区理事長が「全土連会長賞」を受賞した。

第35回全国土地改良大会(沖縄大会)開催第35回全国土地改良大会(沖縄大会)開催

水土里ネット沖縄 古謝会長 挨拶
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　農林水産省農村振興局次長林田直樹氏より基調報告があり、その後東日本大震災被災地からの報告で、
岩手 ･宮城 ･福島県の農地再生の取り組みの報告が行われた。本県からは、渡辺一成南相馬・鹿島町土地
改良区理事長が「津波と放射能にまげねえど！」と題し、報告を行った。

　大会宣言では、地域農業の再生へ向け、農村の環境保全の持続などを目指し、水・土・里を守り、次世
代へ引き継いでいくことを力強く宣言した。
　引き続き、水土里ネット沖縄より次期開催県である水土里ネット北海道に大会旗が引き継がれ、水土里
ネット北海道の会長より挨拶があった。（次回の第36回全国土地改良大会北海道大会は平成25年９月11日
開催予定）

東日本大震災被災地からの報告「津波と放射能にまげねえど！」
　震災前、南相馬市の人口７万１千人が、震
災直後約１万人にまで減少、現在は４万５千
人。
　農地8,400ha程度の中で稲作中心に、農業
生産額は約100億円。
　南相馬土地改良区の受益面積は2,877ha、
組合員数は2,513名。
　津波では、海岸より最大3.5㎞内陸まで被
害を受け、その面積は区域の約３割に及ぶ。

南相馬市管内の被害状況では、死者・行方不明者663
名、被害世帯数1,635世帯。復旧に向け、大きなコン
バインやトラクターは、業者が重機を使い、細かいも
のは、被災農家が組合をつくり手作業で撤去してい
る。
　津波被害地区での地域農業の将来に関するアン
ケート調査によると、現在は自家耕作が半分だが、今
後、集落内に担い手がいないとするのが62％、個人で
は約７割の農家は経営を休止したいとの意向を示した。これらを踏まえ、農業再生に向け、①
大規模経営・法人化、②６次化産業の推進、③再生可能エネルギーの推進　という復興ビジョ
ンを打ち出した。
　農地の除染では、表土削り取りや反転耕といった技術面のみならず、制度面や経済面を含め
た幾つもの困難がある。放射性セシウムの作物への吸収抑制剤の活用等を前向きに検討しても
らいたい。
　さらに、農地の除染と併せて、水源涵養機能を有している森林の除染、ため池、農業用用排
水路の除染が必要。また、今後の課題として、安全に避難することへの準備、海岸沿いの水門
管理者に対する人的保障のあり方を考える必要がある。
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水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島

新
田
　
能
子

　

県
中
支
部
に
お
い
て
、
平
成
二
十
四
年

十
月
二
十
五
日
か
ら
一
泊
二
日
で
農
業
農

村
整
備
事
業
先
進
地
視
察
研
修
を
実
施
致

し
ま
し
た
。
支
部
長
、
県
職
員
、
管
内
会

員
等
総
勢
一
四
名
の
参
加
で
視
察
し
て
参

り
ま
し
た
の
で
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
日
目　

　

茨
城
県
か
す
み
が
う
ら
市
水
資
源
機
構

　

霞
ヶ
浦
用
水
管
理
所

　

同
筑
西
市
小
貝
川
小
水
力
発
電
所

内
容

・
小
水
力
発
電
設
備
の
設
置
に
至
っ
た
経

過
・
維
持
管
理
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
と
課
題

・
施
設
維
持
管
理
費
及
び
建
設
費

・
施
設
増
改
築
設
計
の
基
本
的
な
考
え
方

二
日
目

　

千
葉
県
山
武
市　

大
平
地
区
農
業
集
落

　

排
水
汚
水
処
理
施
設

内
容

・
太
陽
光
発
電
導
入
ま
で
の
経
過

・
汚
泥
処
理
コ
ス
ト
と
施
設
維
持
管
理

費
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性

・
太
陽
光
発
電
の
評
価
、
及
び
今
後
の
展

望
・
資
源
循
環
施
策
の
取
り
組
み
概
要
に
つ

い
て視

察
研
修
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　

郡
山
市
東
部
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

直
樹

　

こ
の
度
、
水
力
・
太
陽
光
発
電
の
運
用

と
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
す
で
に
活
用
し

て
実
績
の
あ
る
千
葉
、
茨
城
の
施
設
の
視

察
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
土
地
改
良
区
事

業
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
種
団
体
に
お
い
て

注
目
さ
れ
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
施
設
を
見
学
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
に
つ
い
て
今
ま
で
の
よ
う
に
た
だ
消
費

す
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
域
の
環
境
に

配
慮
し
た
形
で
作
り
出
し
て
い
く
事
も
視

野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
ま
し

た
。

　

今
回
、
施
設
職
員
の
方
か
ら
は
発
電
施

設
の
計
画
段
階
か
ら
完
成
後
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
の
注
意
点
、
ま
た
導
入
す
る
際

の
国
や
県
か
ら
の
助
成
の
利
用
に
つ
い
て

な
ど
、
先
駆
者
と
し
て
実
際
に
運
用
さ
れ

て
き
て
の
苦
労
話
を
聞
き
、
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
で
導
入
す
る
た
め
に
は
、
ク

リ
ア
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題

が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
取
り
組
み

で
地
域
農
産
業
発
展
の
力
に
な
れ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

県
土
連
県
中
支
部
主
催

の
研
修
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　

安
積
疏
水
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
澤　
　

勇

　

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
二

日
間
の
日
程
で
茨
城
県
霞
ヶ
浦
用
水
管
理

所
の
小
水
力
発
電
所
及
び
揚
水
機
場
、
千

葉
県
山
武
市
大
平
地
区
汚
水
施
設
の
太
陽

光
発
電
所
の
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
発
電
施
設
は
今
年
の
七
月
か
ら
施

行
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価

格
買
い
取
り
制
度
に
該
当
す
る
施
設
で
今

後
の
運
用
に
と
て
も
興
味
深
い
研
修
で
し

た
。

　

両
地
区
と
も
揚
水
機
や
汚
水
処
理
施
設

に
多
大
な
電
力
を
消
費
し
、
維
持
管
理
費

の
節
減
の
た
め
に
計
画
さ
れ
た
発
電
設
備

で
あ
り
ま
し
た
。
本
区
で
も
電
気
料
な
ど

の
経
費
節
減
の
為
に
小
水
力
発
電
を
平
成

十
六
年
か
ら
運
用
を
開
始
し
、
今
後
の
発

電
施
設
の
管
理
に
役
立
つ
内
容
の
説
明
を

拝
聴
で
き
ま
し
た
。

　

改
良
区
で
設
置
す
る
発
電
設
備
は
補
助

事
業
で
建
設
さ
れ
、
組
合
員
の
負
担
が
少

な
く
維
持
管
理
費
の
節
減
と
い
う
点
で
効

果
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、
施
設
の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
な
ど
設
備
の
更
新
を
す

る
際
の
費
用
負
担
に
苦
慮
し
て
お
り
ま

す
。

　

原
発
事
故
に
伴
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
注
目
が
集
ま
り
固
定
価
格
買
い
取

り
制
度
が
導
入
さ
れ
、
売
電
単
価
の
増
額

や
売
電
収
入
に
伴
う
支
出
方
法
の
拡
充
が

な
さ
れ
た
こ
と
は
、
改
良
区
で
行
う
発
電

事
業
に
と
っ
て
組
合
員
の
維
持
管
理
費
負

担
軽
減
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
研
修
に
参
加
し
改
良
区

関
係
者
と
幅
広
い
意
見
交
換
が
出
来
た
こ

と
は
施
設
管
理
の
面
で
と
て
も
有
意
義
な

研
修
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
視
察
さ
せ
て
頂
い
た
小
水
力
発
電

や
太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
、
そ
の
他
地
熱

や
バ
イ
オ
マ
ス
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
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【
は
じ
め
に
】

「
艱か

ん

難な
ん

汝
を
玉
に
す
」

　

人
間
は
苦
労
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と

で
玉
が
磨
か
れ
る
よ
う
に
人
格
が
洗
練
さ

れ
、
立
派
な
人
間
に
な
る
と
い
う
意
味
で

す
。
絶
え
ず
努
力
を
す
る
、
辛
い
こ
と
、

苦
し
い
こ
と
に
遭
う
こ
と
で
、
そ
の
前
と

後
ろ
で
は
、
人
間
性
に
違
い
が
出
来
て
く

る
精
神
的
向
上
を
説
い
て
い
る
こ
と
わ
ざ

だ
と
思
い
ま
す
。

　

震
災
・
原
発
事
故
か
ら
二
年
と
い
う
月

日
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
く
し
ま
」
の
農
業
復
興
・
振
興
に

一
進
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
協
議
会
の
皆
様
に

は
心
よ
り
ご
尽
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
「
艱
難
汝
を
玉
に
す
」。

　

今
後
も
継
続
的
な
ご
尽
力
と
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
職
連
協
研
修
会
】

八
月
二
十
四
日
㈮

場　
　

所　

サ
ン
ル
ー
ト
白
河

出
席
人
数　

二
十
六
名

　

①　

農
地
の
除
染
に
つ
い
て

　

福
島
県
農
林
水
産
部
農
林
地
再
生
対
策
室

　
　
　
　
　
　

主
査　

高
岩　

和
史
氏

　

水
田
・
畑
の
表
土
除
去
は
、
反
転
耕
と

い
う
作
業
で
行
わ
れ
、
水
田
30
㎝
、
畑
45

㎝
と
耕
深
目
標
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
業
過
程
に
お
い
て
制
限
さ
れ

る
規
約
や
留
意
点
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま

た
、
農
業
用
た
め
池
・
ダ
ム
の
底
質
か
ら

高
濃
度
の
放
射
能
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
農
水
省
は
、

低
質
の
除
染
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
一

方
で
環
境
省
は
、
た
め
池
・
ダ
ム
を
除
染

対
象
と
し
て
お
ら
ず
、
国
の
財
政
支
援
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
両
省
の
見
解
に

不
協
和
音
が
生
じ
て
お
り
、
農
水
省
で
は

手
付
か
ず
の
汚
染
底
土
の
解
決
に
向
け
て

環
境
省
と
協
議
を
進
め
て
い
く
方
針
を
提

示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
除
染
を
行
う
に

は
、
何
を
す
る
に
も
課
題
が
多
く
、
見
通

し
不
透
明
な
こ
と
か
ら
長
期
的
な
施
策
と

協
議
が
必
要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

②　

維
持
管
理
計
画
書
作
成
に
つ
い
て

（
事
例
発
表
）

　
　

矢
吹
原
土
地
改
良
区

　
　
　
　

事
務
局
長 　

栁
沼　

重
勝 

氏

　

作
成
に
あ
た
っ
て
は
理
事
会
↓
総
代
会

↓
関
係
市
町
村
と
の
協
議
を
行
い
、
同
意

書
に
お
い
て
は
回
収
が
進
ま
ず
、
二
度
に

渡
り
依
頼
文
を
郵
送
し
て
徴
収
し
た
経
過

を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
意
書
徴
収
は
平
成
二
十
三
年
二
月
に

始
ま
り
第
一
回
同
意
率
51
％
、
翌
三
月
第

二
回
目
同
意
率
55
％
、
以
後
総
代
・
役
員

へ
徴
収
依
頼
を
行
い
平
成
二
十
四
年
三

月
末
日
に
は
同
意
率
75
％
と
な
り
平
成

二
十
四
年
八
月
二
十
日
に
認
可
を
取
得
し

ま
し
た
。

　

県
南
地
方
で
は
、
県
の
認
可
を
受
け
た

維
持
管
理
計
画
書
を
備
え
て
い
る
改
良
区

が
殆
ど
な
い
こ
と
か
ら
参
加
し
た
職
員
の

方
々
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
研
修
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
矢
吹
原
土
地
改
良
区
職
員
５
名

及
び
佐
藤
利
勝
農
地
計
画
課
長
（
出
先
の

認
可
申
請
確
認
）
も
出
席
さ
れ
た
の
で
質

疑
に
は
丁
寧
な
応
答
が
あ
り
、
作
成
に
当

た
り
少
な
か
ら
ず
意
識
変
化
が
な
さ
れ
た

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
視
察
研
修
】

十
月
四
日
㈭
〜
五
日
㈮

出
席
人
数　

十
九
名

　

①　

会
津
宮
川
土
地
改
良
区

　

平
成
十
七
年
に
旧
会
津
宮
川
、
旧
会
津

高
田
町
、
旧
新
鶴
村
、
旧
坂
下
中
央
の
四

土
地
改
良
区
に
よ
る
合
併
を
し
て
お
り
、

県
内
で
も
有
数
の
地
区
面
積
を
保
持
し
、

水
稲
を
柱
に
契
約
栽
培
作
物
・
畜
産
を
営

む
農
業
地
帯
で
あ
る
が
、
生
産
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
問
題
、
農
産
物
の
価
格
の
低

迷
に
よ
る
収
入
の
減
少
と
農
地
集
積
の
推

進
な
ど
の
対
策
に
つ
い
て
必
要
に
迫
ら
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

『
新
宮
川
ダ
ム
発
電
所
』

　

総
落
差
五
四
・
八
〇
ｍ
最
大
出
力
一
、

一
〇
〇
kW
の
小
水
力
発
電
所
を
備
え
て
お

り
、
新
宮
川
ダ
ム
管
理
に
必
要
な
電
力
を

水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島

塩
田
　
有
子

ギ
ー
に
目
が
向
い
て
い
ま
す
が
、
管
理
運

用
や
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
考
え
る

と
な
か
な
か
簡
単
に
導
入
す
る
わ
け
に
も

い
か
ず
・
・
・
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
現
状

な
の
で
し
ょ
う
か
。
先
進
地
で
の
良
い
と

こ
ろ
も
悪
い
と
こ
ろ
も
聞
き
逃
さ
な
い
よ

う
に
と
、
視
察
で
の
皆
さ
ん
の
真
剣
な
姿

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

福
島
県
に
お
い
て
は
、
他
に
も
汚
染
処

理
や
除
染
、
米
の
全
袋
検
査
等
今
後
も
対

策
は
他
県
に
比
べ
て
多
く
、
そ
れ
で
も
原

発
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
必
須
で
あ
る

こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か

ら
、
今
後
に
活
用
し
て
い
く
に
充
分
な
研

修
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様
に
い
ろ
い
ろ

と
助
け
ら
れ
、
意
見
を
頂
き
な
が
ら
研
修

等
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
良
い
一
年
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。
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賄
う
ほ
か
、
余
剰
電
力
を
東
北
電
力
㈱
に

売
電
し
、
収
益
は
施
設
の
維
持
管
理
に
充

当
を
し
て
経
費
削
減
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

②　

愛
の
花
園

　

会
津
支
部
の
永
嶋
千
代
子
さ
ん
ご
夫
妻

が
手
掛
け
る
喜
多
方
市
高
郷
町
の
遊
休
農

地
13
ａ
を
利
用
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン

を
見
学
。

　

花
を
通
じ
て
多
く
の
人
と
の
出
会
い
、

ふ
と
眼
に
留
め
た
人
へ
心
の
や
す
ら
ぎ
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
な
愛
情
溢
れ
る
花
園
に

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
遊
休
農
地
を
借
り

受
け
、
三
年
と
い
う
歳
月
を
懸
け
て
荒
地

の
整
備
を
行
い
、
十
年
目
を
迎
え
る
現
在

で
は
山
野
草
や
花
々
は
二
百
八
十
種
類
を

超
え
、
訪
れ
る
人
の
気
持
ち
を
癒
す
憩
い

の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

高
郷
町
の
地
域
活
性
化
と
低
迷
す
る
農

業
情
勢
も
考
慮
し
た
上
で
取
り
組
ん
で
い

ら
れ
る
そ
う
で
、
隅
々
ま
で
手
入
れ
が
行

き
届
い
た
花
園
を
散
策
し
な
が
ら
、
永
嶋

さ
ん
の
故
郷
と
花
へ
対
す
る
愛
情
を
深
く

感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
大
変
な
ご
苦
労
を
さ

れ
て
育
ん
で
こ
ら
れ
た
「
愛
の
花
園
」
を
、

こ
れ
か
ら
も
永
嶋
さ
ん
ご
夫
妻
の
笑
顔
と

愛
情
を
注
ぎ
な
が
ら
、
今
年
も
花
の
和
が

広
が
る
故
郷
高
郷
町
を
彩
っ
て
下
さ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

③　

那
須
野
ケ
原
土
地
改
良
区
連
合

　

栃
木
県
の
北
東
部
に
位
置
す
る
広
大
な

複
合
扇
状
地
で
標
高
差
が
約
四
八
〇
ｍ
の

急
峻
な
地
形
勾
配
と
な
っ
て
い
る
た
め
農

業
用
水
路
に
は
、
水
勢
を
減
じ
る
た
め
の

落
差
工
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

『
百も

村む
ら

第
一
発
電
所
』

　

落
差
わ
ず
か
二
ｍ
を
活
用
し
て
最
大
出

力
三
〇
kW
の
発
電
機
を
四
基
設
置
。
CO2
削

減
量
は
四
基
合
わ
せ
て
四
六
〇
ｔ
／
年
、

年
間
売
電
額
は
六
百
万
円
程
度
で
10
ａ
当

た
り
の
農
家
負
担
は
二
千
円
程
度
軽
減
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

他
に
、
家
畜
の
糞
尿
・
生
ゴ
ミ
及
び
木

質
に
よ
る
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
や
太
陽

光
発
電
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
理
活
用

へ
の
取
組
み
を
幅
広
く
手
掛
け
て
お
り
実

証
実
績
も
厚
い
こ
と
か
ら
毎
日
、
視
察
研

修
の
受
け
入
れ
を
し
て
お
り
多
忙
を
期
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
農
業
・
農
村
地
域
に
無
尽

蔵
に
存
在
す
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

に
大
き
な
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
で
施
設

の
維
持
管
理
や
生
産
者
の
支
出
軽
減
を

図
っ
て
い
く
新
た
な
農
業
・
農
村
の
姿
を

今
後
は
期
待
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。

【
天
の
つ
ぶ
】

　

安
全
・
安
心
な
米
の
流
通
を
確
固
た
る

も
の
に
す
る
た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
米

の
全
袋
検
査
に
一
喜
一
憂
し
た
昨

年
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
県
農
業
総
合

セ
ン
タ
ー
作
物
園
芸
部
・
品
種
開

発
科
は
、
約
三
百
種
類
に
及
ぶ
稲

の
交
配
を
繰
り
返
し
、
十
五
年
の

歳
月
を
か
け
て
本
県
４
品
種
目
と

な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
水
稲
品
種
「
天

の
つ
ぶ
」
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

命
名
の
由
来
は
、
穂
が
出
る
時
に
天
に

向
か
っ
て
真
っ
す
ぐ
伸
び
る
稲
の
力
強
さ

と
天
の
恵
み
を
受
け
て
豊
か
に
実
る
一
粒

一
粒
を
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
よ

う
想
い
を
込
め
て
付
け
ら
れ
た
そ
う
で

す
。

　

栽
培
長
所
は
、
草
丈
が
短
く
倒
伏
が
少

な
く
丈
夫
な
茎
を
持
ち
、
い
も
ち
病
に
も

強
く
、
収
穫
時
期
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
ひ

と
め
ぼ
れ
の
中
間
時
期
に
で
き
、
収
量
は

や
や
優
り
粒
が
揃
っ
て
お
り
味
は
粘
り
が

強
く
、
冷
め
て
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る

そ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
県
産
米
の
主
力
の
第
一
歩
と

し
て
「
ふ
く
し
ま
県
民
」
が
一
丸
と
な
り
、

心
を
合
わ
せ
て
、
力
を
合
わ
せ
て
日
本
全

国
は
も
と
よ
り
世
界
へ
向
け
て
県
農
業
復

興
の
「
希
望
の
つ
ぶ
」
と
な
る
よ
う
発
信

し
て
行
く
こ
と
が
私
た
ち
「
ふ
く
し
ま
県

民
」
に
出
来
る
復
興
へ
の
足
掛
か
り
で
あ

る
と
思
う
の
で
す
。

　
　
　
　
「
天
の
つ
ぶ
」
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

【
む
す
び
に
】

　

震
災
以
降
、
安
全
で
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目

さ
れ
て
い
る
今
、持
続
可
能
な
発
展
と
は
、

世
界
各
国
が
哀
し
み
や
痛
み
を
分
か
ち
合

い
、
地
球
の
貴
重
な
資
源
や
文
化
を
守
り

な
が
ら
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
に

あ
り
、
持
続
可
能
な
発
展
を
実
現
す
る
に

は
、
技
術
と
市
場
経
済
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
（
動
機
づ
け
）、
政
府
の
規
制
緩
和
、

研
究
・
開
発
に
対
す
る
公
的
な
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
く
な
か
で
、景
観
や
水
資
源
、

地
域
の
暮
ら
し
が
活
き
づ
き
新
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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平
成
 
年
度
農
業
農
村

整
備
事
業
視
察
研
修
に

参
加
し
て

　
　
　
　
　
　

社
川
沿
岸
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
寺　
　

一

　

会
員
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
震
災
復
旧
の
形
が
見
え

な
い
中
、
お
め
で
た
い
気
分
に
な
れ
な
い

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
今
年
こ
そ
は
幸
多
い
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

　

さ
て
、
改
良
区
の
職
員
と
な
っ
て
二
十

年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
多
く

の
研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
研

修
の
内
容
は
そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に
よ
っ

て
研
修
内
容
、
研
修
地
が
決
め
ら
れ
ま
す

が
、
二
十
年
前
に
は
、
集
落
排
水
、
大
区

画
圃
場
整
備
な
ど
が
主
な
も
の
で
し
た
。

今
年
の
県
南
支
部
の
研
修
は
、
小
水
力
発

電
、
太
陽
光
発
電
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
会
津
宮
川
土
改
区
と

那
須
野
原
土
改
区
連
合
を
県
南
農
林
事
務

所
職
員
と
土
改
区
役
職
員
と
で
研
修
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

小
水
力
発
電
の
個
人
的
な
感
想
と
し
て

は
、
阿
武
隈
川
の
上
流
部
で
安
定
か
つ
豊

富
な
水
量
が
望
め
な
い
こ
と
か
ら
水
力
に

つ
い
て
は
、
設
置
で
き
る
場
所
が
少
な
い

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
太
陽
光
に
つ
い
て

は
、
水
力
に
比
べ
確
実
な
発
電
量
の
試
算

は
難
し
い
も
の
の
高
額
買
取
制
度
の
適
用

が
途
中
で
変
更
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
期
待

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
改
良
区
の
維
持
管

理
費
の
一
部
に
活
用
で
き
れ
ば
、
財
源
の

厳
し
い
改
良
区
と
し
て
は
有
り
難
い
次
第

で
す
が
、
設
置
し
て
直
ぐ
に
買
取
価
格
が

下
が
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
事
が
無
い
よ

う
に
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ハ
ー
ド
的
な

も
の
と
す
る
と
、
今
最
も
県
民
に
必
要
な

癒
し
や
ゆ
と
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
ら
に
効
果
的
な
ハ
ー
ト
♡
面
の
研

修
を
し
て
き
ま
し
た
。
ご
存
じ
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、「
愛
の
花

園
」（
会
津
支
部
の
永
嶋
さ
ん
ご
夫
妻
が

手
入
れ
さ
れ
て
い
る
ガ
ー
デ
ン
）
を
研
修

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
時
期
的
に
開
花
し

て
い
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
赤

い
実
を
つ
け
た
木
々
な
ど
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
雑
草
が
全
く
生
え
て
い
な
い
手

入
れ
の
行
き
届
い
た
花
園
は
、
除
草
剤
を

散
布
し
て
い
な
い
と
い
う
事
で
、
た
い
へ

ん
驚
き
ま
し
た
。
小
さ
な
植
木
鉢
で
さ
え

も
雑
草
を
生
や
し
て
し
ま
い
が
ち
な
の

に
、
あ
れ
だ
け
の
広
さ
の
畑
を
綺
麗
に
し

て
い
る
の
は
、
並
大
抵
の
努
力
で
は
で
き

な
い
事
と
感
心
し
て
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
ハ
ー
ブ
の
鉢
植
え
の
お
土
産

付
き
と
い
う
『
お
も
て
な
し
』
も
し
て
頂

き
ま
し
て
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
頃
で
は
、「
視
察
研
修
は
お
金
の
無

駄
遣
い
。」
と
言
わ
れ
、
実
施
、
参
加
と

共
に
で
き
な
い
風
潮
に
あ
り
ま
す
が
、
活

字
だ
け
で
は
、「
分
か
ら
な
い
」「
伝
わ
ら

な
い
」
事
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
す
る

事
、
そ
し
て
「
飲
み
に
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
も

大
切
な
研
修
項
目
の
一
つ
で
あ
る
と
勝
手

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

視
察
研
修
に
参
加
し
て
の
私
感
を
簡
単

に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
大

切
な
時
間
を
割
い
て
研
修
の
対
応
を
し
て

頂
き
ま
し
た
会
津
宮
川
土
地
改
良
区
の
皆

様
、
土
地
連
会
津
支
部
の
永
嶋
さ
ん
、
そ

し
て
我
ら
が
県
南
支
部
を
強
く
リ
ー
ド
す

る
？
塩
田
さ
ん
、
楽
し
く
、
為
に
な
る
研

修
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
の
県
南

支
部
の
研
修
を

と
お
し
て
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　

矢
吹
原
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

禎
一

　

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
東
日
本
大
震

災
か
ら
も
う
す
ぐ
二
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？

　

土
地
改
良
区
は
〝
縁
の
下
の
力
持
ち
〞

地
域
で
様
々
な
活
動
に
、
ご
活
躍
で
あ
ろ

う
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
、
当
土
地
改
良
区
は
、
被

災
の
た
め
に
通
水
の
全
面
停
止
、
稲
作

中
止
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、

二
〇
一
二
年
五
月
、
待
ち
に
待
っ
て
い
た

羽
鳥
の
水
が
矢
吹
ヶ
原
台
地
を
流
れ
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
復
旧
半
ば
の
状
態
で
は
あ

り
ま
す
が
、
夏
に
は
緑
色
、
秋
に
は
黄
金

色
の
大
地
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
復
旧
ま

で
の
道
の
り
は
、
と
て
つ
も
な
く
険
し
い

も
の
で
し
た
が
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

歯
を
く
い
し
ば
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
、

皆
さ
ま
か
ら
の
応
援
や
支
援
が
あ
っ
て
の

こ
と
で
あ
る
と
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ

ん
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
羽
鳥

疏
水
の
復
旧
の
報
告
と
皆
さ
ま
の
ご
支
援

に
対
す
る
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、本
題
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
〇
一
二
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
県

南
支
部
の
研
修
に
随
分
と
参
加
し
て
い
た

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
今
年
も
県
南

支
部
の
研
修
テ
ー
マ
は
毎
回
な
か
な
か
面

白
い
視
点
で
、
私
の
関
心
を
大
い
に
掻
き

立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、研

修
参
加
の
報
告
を
兼
ね
な
が
ら
感
じ
た
こ

と
を
書
き
綴
っ
て
み
ま
し
た
の
で
暫
し
の

間
お
付
き
合
い
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

24
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【
県
南
方
部
土
地
改
良
区
関
係
職
員
研
修

　

会
】

　

当
土
地
改
良
区
で
行
っ
た
維
持
管
理
計

画
書
作
成
と
福
島
県
で
計
画
し
て
い
る
農

地
除
染
の
計
画
に
つ
い
て
の
発
表
と
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
南
方
部
土
地
改
良
区
の
皆
さ
ま
に

は
、
震
災
以
後
、
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し

た
の
で
す
が
、
皆
さ
ま
元
気
で
、
各
地
区

で
の
存
在
を
し
っ
か
り
と
示
し
つ
つ
、
当

土
地
改
良
区
が
震
災
復
旧
か
ら
帰
っ
て
く

る
の
を
待
っ
て
い
て
く
れ
た
よ
う
な
、
そ

ん
な
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。
き
っ
と
、

こ
ん
な
仲
間
が
い
る
か
ら
私
た
ち
は
頑
張

れ
た
の
だ
ろ
う
な
ぁ
と
、
あ
り
が
た
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
肝
心
の
研
修
の
ほ
う
で
す
。
維

持
管
理
計
画
書
作
成
に
つ
い
て
は
、
当
土

地
改
良
区
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
タ
ー
と
な
っ

た
わ
け
で
す
が
、
各
土
地
改
良
区
か
ら
の

質
問
等
を
受
け
る
こ
と
で
、
維
持
管
理
計

画
書
は
、〝
作
成
す
る
〞
こ
と
が
目
的
で

は
な
く
、〝
適
正
に
使
う
〞
こ
と
が
目
的

な
の
だ
と
改
め
て
思
い
起
こ
さ
れ
ま
し

た
。
慢
心
せ
ず
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
除
染
計
画
に
つ
い
て
で

す
が
、FU

K
U
SH
IM
A

は
原
発
事
故
に

よ
っ
て
残
念
な
か
た
ち
で
世
界
に
知
れ
渡

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
除
染
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の

か
、
前
代
未
聞
の
課
題
を
抱
え
て
い
る

と
言
え
ま
す
。
実
際
、
除
染
計
画
を
聞

い
て
い
て
も
ピ
ン
と
く
る
も
の
は
な
く
、

〝
？
？
？
〞
ば
か
り
が
並
ぶ
結
果
で
し
た
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
は
誰
に
も
わ
か
ら

な
い
、
そ
れ
が
現
状
な
の
で
す
ね
。
美
し

い
〝
ふ
く
し
ま
〞
を
ど
う
や
っ
て
と
り
も

ど
す
の
か
、ど
う
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、

〝
ふ
く
し
ま
〞
に
い
る
〝
私
た
ち
〞
が
知

恵
を
絞
り
、
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
水
、
土
、
里
を
守

る
土
地
改
良
区
が
『
き
っ
と
何
か
で
き
る

は
ず
』
と
い
う
思
い
を
持
ち
ま
し
た
が
、

皆
さ
ま
は
、い
か
が
お
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

【
県
南
方
部
土
地
改
良
区
関
係
職
員
視
察

　

研
修
（
農
業
農
村
整
備
事
業
視
察
）】

　

会
津
宮
川
土
地
改
良
区
、
那
須
野
ケ
原

土
地
改
良
区
連
合
で
実
施
さ
れ
て
い
る
小

水
力
等
発
電
と
土
地
連
会
津
支
部
の
永
嶋

さ
ん
が
取
り
組
む
遊
休
農
地
利
活
用
対
策

事
業
の
視
察
で
あ
り
ま
し
た
。
小
水
力
等

発
電
事
業
は
非
営
利
団
体
で
あ
る
土
地
改

良
区
の
資
金
源
の
一
つ
と
な
り
得
る
の

か
、
遊
休
農
地
に
よ
っ
て
荒
れ
て
い
く
農

村
環
境
に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
、

い
ず
れ
も
土
地
改
良
区
の
重
要
な
課
題
で

す
。

　

現
在
の
農
業
情
勢
を
鑑
み
る
と
、
こ
れ

以
上
の
財
政
負
担
を
組
合
員
に
負
わ
す
こ

と
は
不
可
能
と
言
わ
ざ
る
得
な
い
状
況
で

す
。
で
は
、
ど
う
や
っ
て
運
営
資
金
を
確

保
し
て
い
く
の
か
、
非
営
利
団
体
で
あ
る

土
地
改
良
区
の
悩
ま
し
い
実
情
で
あ
り
ま

す
。
当
土
地
改
良
区
も
太
陽
光
発
電
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
太
陽
光
発
電
で

ま
と
ま
っ
た
利
益
を
生
み
出
す
た
め
に
は

メ
ガ
ク
ラ
ス
の
発
電
が
必
要
で
あ
り
、
資

本
金
は
数
億
円
、
経
営
に
対
す
る
〝
イ
ズ

ム
〞
と
〝
ス
キ
ル
〞
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
土
地
改
良
区
は
変
わ
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
大
き
な
選
択
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

視
察
先
の
二
つ
の
土
地
改
良
区
は
、
発

電
事
業
の
目
的
、
計
画
、
結
果
を
〝
手
堅

く
〞
ま
と
め
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
小

水
力
等
発
電
は
有
効
な
資
金
源
に
な
る
可

能
性
は
高
い
と
言
え
ま
す
が
、
先
が
見
え

て
い
な
い
も
の
ま
た
事
実
で
す
。
先
進
土

地
改
良
区
を
お
手
本
と
し
て
多
く
の
知
恵

を
絞
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
遊
休
農
地
の
問
題
は
近
年
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。
農
業
、
農
村
の
た
め

の
団
体
で
あ
る
土
地
改
良
区
に
何
か
で
き

な
い
も
の
だ
ろ
う
か
、
い
つ
も
自
問
自
答

す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
永
嶋
さ
ん
は
、
遊

休
農
地
を
植
木
や
花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る

と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
よ
く

ぞ
こ
こ
ま
で
と
、
そ
の
ご
苦
労
に
は
頭
が

下
が
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
人
曰
く
〝
好

き
で
す
か
ら
〞
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の

〝
好
き
で
す
か
ら
〞
は
、 

花
が
好
き
、
土

を
い
じ
る
の
が
好
き
、
地
域
が
好
き
、
景

観
が
好
き
、
農
業
が
好
き
等
な
ど
の
広
義

的
な
〝
好
き
〞
で
は
な
い
か
と
推
察
い
た

し
ま
す
。
こ
の
〝
好
き
で
す
か
ら
〞
に
遊

休
農
地
対
策
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
目
に
は
見
え
な
い
〝
想
い
〞

も
人
を
動
か
す
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で

す
。
永
嶋
さ
ん
の
活
動
を
ヒ
ン
ト
に
地
域

に
お
け
る
土
地
改
良
区
の
新
し
い
役
割
、

新
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
県
南
地
方
農
業
水
産
業
の
振
興
に
関
す

　

る
意
見
交
換
会
】

　

こ
れ
は
、
福
島
県
県
南
農
林
事
務
所
企

画
部
に
よ
る
主
催
で
、
県
南
地
方
の
専
業

農
業
者
、
農
業
有
限
会
社
、
Ｊ
Ａ
、
森
林

組
合
、
土
地
改
良
区
に
よ
る
意
見
交
換
を

行
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
私
は
県
南
支

部
よ
り
地
元
土
地
改
良
区
選
出
と
し
て
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
た
次
第
で
す
。

　

ま
ず
圧
倒
さ
れ
た
の
が
、
出
席
さ
れ
た

各
団
体
の
皆
さ
ま
の
農
業
問
題
に
対
す
る

視
点
の
的
確
さ
で
す
。

・
現
在
の
農
業
情
勢
で
は
個
人
経
営
は
困

難
で
あ
り
、
集
落
営
農
や
法
人
化
を
考
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え
る
必
要
が
あ
る
。

・
農
家
の
収
入
減
は
、
農
作
物
の
販
売
、

流
通
の
ル
ー
ト
の
問
題
に
因
果
関
係
が

あ
り
、
改
善
の
必
要
が
あ
る
。

・
米
単
体
で
の
購
買
力
は
低
下
し
て
お

り
、
第
六
次
産
業
的
な
柔
軟
な
発
想
が

必
要
で
あ
る
。

・
第
一
次
産
業
で
あ
る
農
業
が
衰
退
す
れ

ば
、
そ
の
後
に
続
く
第
二
次
か
ら
第
六

次
と
い
っ
た
産
業
構
造
の
巡
回
が
崩
れ

て
し
ま
う
。

・
政
治
主
導
の
形
式
的
な
お
題
目
の
策
定

で
は
な
く
、
農
業
と
ど
う
向
き
合
い
、

何
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
具
体
策
を
考

え
る
。

・
農
業
団
体
は
横
の
連
携
が
希
薄
で
あ

り
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
行
動
に
は

強
い
連
携
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
関
連
機
関
に
お
い
て
情
報
の
共
有
化
を

図
っ
て
い
か
な
い
と
、
総
括
的
な
農
業

経
営
が
成
り
立
た
た
な
い
。

・
地
域
の
特
色
に
あ
っ
た
施
策
。
住
民
が

参
画
し
て
い
け
る
よ
う
な
施
策
の
提

供
。

・
新
し
い
こ
と
に
目
線
を
配
る
の
で
は
な

く
『
今
』
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
と
向

き
合
っ
て
、
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
課
題
で
あ
る
。

　

な
ど
な
ど
、
私
も
漠
然
と
考
え
て
は
い

た
こ
と
で
す
が
、
実
例
を
交
え
て
次
々
に

出
さ
れ
る
意
見
は
圧
巻
で
し
た
。

　

現
代
に
お
け
る
農
業
の
問
題
、
課
題
、

そ
し
て
解
決
の
方
向
、
全
て
が
「
こ
こ
」

に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
深
刻
で
あ
る
風
評
被
害
に
つ
い

て
は
、
不
平
、
不
満
ば
か
り
が
目
立
っ
て

い
ま
す
が
、
意
見
交
換
会
に
出
席
さ
れ
た

方
々
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
見
解
を
も
っ

て
い
て
気
の
持
ち
方
の
違
い
を
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
日
本
中
の
人
た
ち
が
、根
本
で
は
〝
福

島
を
な
ん
と
か
し
て
や
り
た
い
〞
と
考
え

て
い
る
こ
と
は
間
違
な
い
。

　

だ
か
ら
、
そ
れ
を
私
た
ち
が
〝
ど
う
受

け
止
め
、
ど
う
す
る
か
〞
が
大
切
で
あ
っ

て
、
支
援
を
待
つ
だ
け
で
は
な
く
〝
自
分

た
ち
で
な
ん
と
か
し
た
い
〞
と
い
う
気
持

ち
を
ど
う
引
き
出
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
何
か
を
〝
し
か
け
て
行

く
〞
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
考
え

る
の
が
政
策
で
あ
る
。」

　

専
業
農
業
者
の
方
が
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
通
じ
て
感
じ
て
い
る
意
見
で
す

が
、
ど
う
で
す
か
？　

発
想
が
前
を
向
い

て
い
ま
す
よ
ね
。
復
興
と
は
『
こ
う
あ
る

べ
き
』
と
い
う
力
強
さ
、そ
し
て
、農
業
、

ふ
く
し
ま
へ
の
〝
想
い
〞
が
半
端
な
も
の

で
は
な
い
と
感
じ
ま
す
。
ま
さ
に
〝
目
か

ら
鱗
〞
の
衝
撃
で
し
た
。

　

近
年
、
衰
退
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
農

業
で
す
が
、
こ
ん
な
人
た
ち
が
居
れ
ば
、

ま
だ
ま
だ
踏
み
と
ど
ま
る
こ
と
が
出
来
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
土
地

改
良
区
は
営
農
に
つ
い
て
は
門
外
漢
だ
、

な
ど
と
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
農
業
、
農
村
、
そ
し
て
、
水
、
土
、

里
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
自
負
で
き
る
よ

う
尽
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
、
見
習
う

こ
と
は
数
多
く
あ
り
、
今
後
も
こ
う
い
っ

た
企
画
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

以
上
、
思
い
つ
く
ま
ま
書
き
綴
り
ま
し

た
の
で
長
文
、
乱
文
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

日
々
精
進
、
学
ぶ
こ
と
は
尽
き
ま
せ
ん
。

ま
た
来
年
も
良
い
企
画
の
研
修
に
出
会
え

る
よ
う
、
県
南
支
部
塩
田
さ
ん
に
期
待
を

寄
せ
て
結
び
と
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島

永
嶋
千
代
子

支
部
活
動
を
通
し
て【〝
あ

り
が
と
う
〞
が
〝
あ
り
が

と
う
〞
を
呼
ぶ
】

　

私
た
ち
人
間
は
、
物
事
の
原
因
を
自
分

の
経
験
を
踏
ま
え
て
判
断
し
、
何
か
行
動

を
起
こ
す
時
に
《
そ
の
何
か
》
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
や
感
性
が
働
き
ま

す
。一
人
の
意
見
を
聞
い
て
、《
な
る
ほ
ど
》

と
共
感
で
き
た
り
、《
そ
う
は
思
わ
な
い
》

と
肯
定
で
き
な
い
時
、
感
じ
る
こ
と
は
そ

れ
ぞ
れ
で
、
む
し
ろ
そ
れ
が
あ
た
り
前
だ

と
思
い
ま
す
。
肯
定
で
も
否
定
で
も
、
そ

の
中
で
自
分
な
り
に
気
づ
き
、
そ
の
気
づ

き
に
対
し
て
自
分
な
り
の
発
想
を
持
ち
、

修
正
を
か
け
て
い
く
こ
と
で
素
案
よ
り
良

く
な
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
思
い
の
中
で
、
平
成
二
十
四

年
十
月
に
行
わ
れ
た
農
林
水
産
業
振
興
計

画
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
交
換
会
で
、

各
農
業
団
体
代
表
の
方
々
か
ら
の
意
見
に

つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

○　

農
産
物
の
風
評
被
害
に
よ
る
価
格
の

低
下

○　

高
齢
就
農
者
増
に
伴
う
耕
作
放
棄
地

の
進
行

○　

土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
の
困
難

○　

農
家
の
後
継
者
不
足(

若
い
人
の
就

農
体
制
へ
の
整
備)

○　

山
林
の
現
状
と
森
林
の
再
生(

地
域

材
の
活
用
と
し
く
み
）

と
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
、

・「
農
家
は
農
産
物
を
出
荷
し
て
も
相
応

の
対
価
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
市
場
の

問
題
も
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
、
第
１
次
産
業
で
あ
る
農
業
が
衰

退
し
て
後
に
続
く
二
〜
六
次
化
と
経
済

が
う
ま
く
循
環
し
な
い
の
で
は
と
い
う

懸
念
が
強
く
持
た
れ
る
。」

・「
農
家
が
潤
う
こ
と
で
経
済
循
環
に
つ

な
が
る
」

・「
風
評
払
拭
を
図
る
に
は
、
県
外
に
出

向
い
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、
県
外
の

農
業
関
係
者
を
呼
び
込
ん
で
安
全
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
も
首
都
圏
な
ど
で
食
材
を
Ｐ
Ｒ

し
て
き
た
が
一
過
性
で
限
界
も
感
じ

る
。
や
は
り
私
た
ち
が
普
段
通
り
に
生

活
し
、
県
産
の
農
産
物
を
普
通
に
食
べ

て
い
る
姿
を
、
町
や
村
に
来
て
直
接
目

で
見
て
現
場
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。」

・「
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
必
要
性
は

勿
論
の
こ
と
、
自
然
環
境
の
維
持
・
保

全
の
前
に
ま
ず
《
改
善
》、
県
民
が
参

画
し
て
進
め
る
よ
う
な
施
策
を
考
慮
す

べ
き
で
は
な
い
か
。」

と
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
飛
び
交
う
中
で
、

現
場
の
声
と
い
う
も
の
は
届
い
て
い
そ
う

で
届
か
な
い
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
施
策
を
作
る
こ
と
は
、
一
歩
を
踏
み

出
す
前
に
か
か
せ
な
い
こ
と
で
す
が
、
施

策
を
施
策
の
ま
ま
に
せ
ず
に
、
臆
す
る
こ

と
な
く
行
動
に
移
す
、
現
場
に
足
を
向
け

駆
け
寄
る
こ
と
で
、
心
の
交
流
が
生
ま
れ

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

今
日
ま
で
、
こ
う
し
た
様
々
な
研
修
会

等
に
出
席
さ
せ
て
頂
く
中
で
、
自
分
自
身

が
確
た
る
目
標
と
前
向
き
な
姿
勢
を
持
ち

合
わ
せ
る
と
き
は
「
花
」
の
時
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

時
に
は
、
サ
ポ
ー
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
く
だ
さ
る
人
た
ち
「
蝶
」
が
周
り
に

集
ま
っ
て
新
し
い
力
を
与
え
て
下
さ
い
ま

す
。
そ
の
「
蝶
」
た
る
人
た
ち
に
、
こ
れ

ま
で
の
研
修
を
通
し
て
多
く
の
出
会
い
が

あ
り
ま
し
た
。
今
、
こ
れ
ま
で
の
支
部
活

動
を
振
り
返
り
思
う
こ
と
は
、
こ
の
素
敵

な
「
蝶
」
た
る
人
た
ち
に
、
心
か
ら
《
あ

り
が
と
う
》
を
伝
え
た
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
「
蝶
」

た
る
人
た
ち
と
の
出
会
い
を
願
っ
て
、
目

標
を
高
く
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

い
つ
も《
あ
り
が
と
う
》の
心
で
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
津
方
部
土
地
改
良

区
の
円
滑
な
事
業
推
進

と
初
期
職
員
（
勤
務
年

数
十
年
前
後
）
の
資
質

向
上
を
図
る
た
め
、
第

四
回
水
土
里
ネ
ッ
ト
初

期
職
員
研
修
会
を
平
成

二
十
四
年
十
二
月
十
三

日
㈭
〜
十
四
日
㈮
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
方
々
や
参
加

さ
れ
た
方
々
の
感
想
を

紹
介
し
ま
す
。

　　　日時　平成24年12月13日㈭～ 14日㈮
　　　場所　会津若松市

◎分科会
　①工事の積算・施工管理について
　　　会津農林事務所農村整備部副主査　長岡　　学氏
　②維持管理計画について
　　　会津農林事務所農村整備部副主査　寺木　　領氏
◎総括
　農業農村整備事業の課題と問題点について
　　　会津農林事務所農村整備部副部長　武藤　匡弘氏
２日目
　農業水利施設のストックマネジメントについて
　　　東北農政局土地改良技術事務所農林水産技官
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金平　修祐氏
　水土里情報システムの利活用について
　　　水土里ネット福島企画指導課長　　谷　　孝樹氏

第４回水土里ネット初期職員研修会
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初
期
職
員
研
修
会
に

参
加
し
て

　
　
　

会
津
農
林
事
務
所
農
村
整
備
部

　
　
　

農
村
整
備
課

　
　
　
　
　
　

副
主
査　

長
岡　
　

学

　

積
算
・
現
場
監
督
を
あ
ま
り
経
験
し
て

い
な
い
職
員
へ
の
研
修
と
い
う
こ
と
で
、

広
く
浅
く
の
観
点
か
ら
資
料
を
作
成
し
ま

し
た
が
、
い
ざ
説
明
し
始
め
る
と
伝
え
た

い
こ
と
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
多
く
、
頂

い
た
時
間
を
か
な
り
超
過
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

盛
り
沢
山
で
説
明
し
ま
し
た
が
、
大
事

な
こ
と
は
「
誰
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い

る
の
か
」
を
忘
れ
な
い
こ
と
で
す
。
さ
ら

に
「
判
断
の
根
拠
や
理
由
は
、
第
三
者
に

説
明
し
た
場
合
で
も
理
解
が
得
ら
れ
る

か
」
も
重
要
で
す
。
迷
っ
た
時
に
は
こ
れ

ら
の
視
点
で
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

説
明
を
聞
い
て
、
覚
え
る
こ
と
が
多
く

大
変
だ
と
臆
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
時
に
聞
い
た
り

調
べ
た
り
す
れ
ば
良
い
の
で
す
。

　

た
だ
、
今
回
の
研
修
を
通
し
て
「
分
か

ら
な
い
の
は
嫌
だ
」「
早
く
理
解
し
た
い
」

と
い
う
水
土
里
ネ
ッ
ト
職
員
の
強
い
思
い

と
仕
事
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
を
感
じ
、

私
の
不
安
な
ど
ま
っ
た
く
の
杞
憂
に
終
わ

る
だ
ろ
う
と
安
心
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、「
知
っ
て
い
る
人
を
知
っ
て

い
る
」
こ
と
も
自
分
の
知
識
で
す
。
今
回

の
研
修
で
繋
が
っ
た
人
脈
を
、
最
大
限
に

活
か
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
農
林

事
務
所
へ
も
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。水

土
里
ネ
ッ
ト
初
期

研
修
会
に
参
加
し
て

　
　
　

会
津
農
林
事
務
所
農
村
整
備
部

　
　
　

農
地
計
画
課

　
　
　
　
　
　

副
主
査　

寺
木　
　

領

　

講
演
を
し
た
感
想

　

今
回
私
は
、「
維
持
管
理
計
画
に
つ
い

て
」
と
言
う
題
名
で
講
演
を
さ
せ
て
頂
く

機
会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。
た
だ
、
維

持
管
理
計
画
と
一
概
に
言
っ
て
も
そ
の
幅

は
広
く
、
ど
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
話
し

た
ら
、
理
解
し
や
す
い
か
を
考
え
る
と
、

内
容
の
ス
タ
ー
ト
地
点
を
ど
こ
に
置
く
か

を
決
め
る
だ
け
で
時
間
が
掛
か
っ
て
し
ま

し
ま
し
た
。

　

農
林
事
務
所
に
い
る
と
、
維
持
管
理
計

画
に
つ
い
て
は
「
作
る
」
こ
と
を
指
導
す

る
立
場
で
あ
る
た
め
、
個
々
の
土
地
改
良

区
で
抱
え
て
い
る
諸
事
情
に
つ
い
て
分
科

会
で
色
々
と
知
る
こ
と
が
出
来
、
今
後
業

務
を
行
う
上
で
と
て
も
参
考
に
な
る
研
修

会
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
分
、
参
加
者
の

方
に
つ
い
て
は
物
足
り
な
い
部
分
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
が
、
他
改
良
区
の
状
況
を
知
っ
て

も
ら
う
数
少
な
い
機
会
に
同
席
さ
せ
て
頂

い
た
こ
と
は
、
自
分
の
中
で
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

　

つ
た
な
い
う
え
、
ま
と
ま
り
の
無
い
内

容
の
講
演
で
し
た
が
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

維
持
管
理
計
画
に
つ
い
て
少
し
で
も
認
識

が
変
わ
っ
て
貰
え
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
成
功

だ
っ
た
の
で
は
無
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
４
回
水
土
里
ネ
ッ
ト

初
期
職
員
研
修
会
に

参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　

水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

和
史

　
「
誰
の
た
め
に
業
務
を
行
っ
て
い
る
の

か
」
と
い
う
研
修
会
の
中
で
の
言
葉
が
わ

た
し
に
と
っ
て
は
と
て
も
印
象
的
で
、
農

家
の
た
め
、
日
本
の
農
業
の
た
め
に
こ
れ

か
ら
の
業
務
を
遂
行
し
て
い
く
う
え
で
と

て
も
大
切
な
言
葉
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
事

業
を
進
め
て
い
く
中
で
発
注
者
と
受
注
者

と
の
や
り
と
り
が
う
ま
く
い
か
ず
曖
昧
と

な
り
、
施
工
不
良
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
は

そ
れ
を
利
用
す
る
農
家
の
た
め
と
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
現
場

に
積
極
的
に
赴
き
業
者
と
の
連
携
を
強
化

し
、
検
査
に
立
ち
会
う
な
ど
し
て
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
優
良

工
事
と
な
り
農
家
の
た
め
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
情
報
交
換
会
で
は
改
良
区
の

方
々
と
お
話
し
で
き
る
機
会
も
少
な
い
の

で
、
様
々
な
現
場
の
情
報
を
聞
く
こ
と
が

で
き
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
各
改

良
区
同
士
で
切
磋
琢
磨
し
合
っ
て
い
る
話

を
聞
い
て
、
高
い
向
上
心
と
活
力
を
感

じ
、
自
分
も
も
っ
と
が
ん
ば
ら
な
い
と
、

と
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
農
業
水
利
施
設

の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
水
土
里
情

報
シ
ス
テ
ム
を
視
覚
的
に
有
効
利
用
す
れ

ば
業
務
の
効
率
化
が
図
れ
る
よ
う
に
、
改

良
区
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
業
務
を

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
と
共
に
、
お
互

い
の
さ
ら
な
る
技
術
力
の
向
上
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。

　

本
研
修
会
に
参
加
し
て
、
初
期
職
員
研

修
会
と
い
う
こ
と
で
初
め
て
聞
く
内
容
だ

と
い
う
人
も
多
か
っ
た
の
で
、
講
師
の

方
々
に
は
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ

と
は
多
く
、
こ
れ
か
ら
の
会
津
の
農
業
、

そ
し
て
福
島
の
農
業
を
支
え
て
い
く
う
え

で
、
改
良
区
と
の
連
携
、
情
報
交
換
は
と

て
も
大
切
な
も
の
だ
と
実
感
し
た
研
修
会
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で
し
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い

機
会
が
あ
れ
ば
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

第
４
回
水
土
里
ネ
ッ
ト

初
期
職
員
研
修
会
に

参
加
し
て

　
　
　
　
　
　

会
津
北
部
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
部　

和
孝

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
津
北
部
土
地
改
良
区　

事
業
管
理

係
技
師
の
磯
部
と
申
し
ま
す
。
初
期
職
員

研
修
会
に
は
、
当
初
よ
り
毎
回
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
研
修
で
講
師
の
方
々
よ
り
い
た
だ

く
講
義
の
内
容
は
、
と
て
も
参
考
に
な
る

も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
会
津
管
内
の
経
験

年
数
の
近
い
同
年
代
の
土
地
改
良
区
職
員

の
皆
さ
ん
と
、
様
々
な
意
見
を
交
わ
し
、

親
交
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い

非
常
に
す
ば
ら
し
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
第
四
回
水
土
里
ネ
ッ
ト
初
期
職

員
研
修
会
で
、
私
は
司
会
進
行
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
初
め
て
経
験
す
る

こ
と
で
し
た
の
で
、
言
葉
に
つ
ま
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
参
加
し

た
職
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
年
を
重

ね
る
に
連
れ
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
多
か

れ
少
な
か
れ
必
ず
訪
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
で
す
の
で
、
今
回
の
経
験
や
講
義
で

得
た
知
識
を
生
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

の
業
務
に
邁
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

第
４
回
水
土
里
ネ
ッ
ト

初
期
職
員
研
修
会
に

参
加
し
て

　
　
　
　
　
　

会
津
中
央
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

康
義

　

会
津
中
央
土
地
改
良
区
の
職
員
と
な
っ

て
六
年
目
に
な
り
、
も
う
初
期
と
言
え
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
初
期
職
員
研
修
会

へ
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
内
容
は
初
期
研
修
ら
し
か
ら

ぬ
課
題
提
起
か
ら
の
分
科
会
討
論
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
で
不
安
な
二
日
間
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
充
実
し
た
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

　

一
日
目
に
私
の
参
加
し
た
分
科
会
は
、

「
工
事
積
算･

施
工
管
理
に
つ
い
て
」
で
講

師
の
会
津
農
林
事
務
所
農
村
整
備
部
の
長

岡
副
主
査
に
講
義
を
頂
き
、
討
論
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

記
録
係
り
の
立
場
上
、
意
見
を
言
う
よ

り
は
聞
き
役
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
際
の

現
場
で
の
失
敗
談
な
ど
は
今
後
に
活
か
せ

る
良
い
話
が
聞
け
た
と
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
に
色
々
な
問
題
を
抱
え
て
日
々
の

維
持
管
理
や
発
注
・
施
工
管
理
な
ど
共
有

で
き
る
部
分
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
事
業
を
行
っ
て
い
な
い
と

他
の
改
良
区
と
繋
が
り
が
無
い
ま
ま
、
相

談
で
き
な
い
改
良
区
さ
ん
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
今
回
の
よ
う
な
機
会
で
相
談

で
き
る
仲
間
を
得
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

を
機
会
に
情
報
交
換
を
密
に
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
岡
副
主
査
に
は
工
事
契
約
に

つ
い
て
「
契
約
行
為
は
す
ご
く
神
聖
な
も

の
」
と
言
う
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
工
事

を
発
注
す
る
側
は
必
要
な
経
費
を
積
上

げ
、
落
札
業
者
は
そ
の
設
計
書
に
基
づ
き

工
事
可
能
と
考
え
て
契
約
す
る
。

　

こ
の
考
え
方
が
当
た
り
前
の
様
で
実
際

は
指
名
競
争
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
業
者
が

な
ぜ
か
い
つ
も
同
じ
よ
う
な
業
者
の
為
、

強
く
言
え
な
く
な
っ
て
い
る
自
分
が
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
今
回
教
わ
っ
た
よ
う
な
受
益

者
の
為
の
工
事
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
意

識
し
業
者
の
言
い
訳
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ

う
進
め
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

二
日
目
は
特
に
、
専
門
的
な
立
場
か
ら

東
北
農
政
局
土
地
改
良
技
術
事
務
所
管
理

課
の
金
平
技
官
に
「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
」を
講
義
頂
き
ま
し
た
。

　

事
業
の
概
要
で
は
な
く
、
実
際
に
現
地

で
の
調
査
・
診
断
方
法
を
熱
く
語
っ
て
頂

き
現
場
で
実
地
で
き
れ
ば
さ
ら
に
面
白
と

思
い
ま
し
た
。
当
改
良
区
に
お
い
て
は
国

営
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
調

査
期
間
で
も
あ
り
興
味
深
く
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

特
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
調
圧
水
槽
な
ど
は
劣
化
の
度
合
が
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
、
コ
ン
サ
ル
に
委
託
し
な

い
で
機
能
診
断
が
で
き
る
キ
ッ
ト
な
ど
を

自
作
し
て
い
る
話
な
ど
は
、
診
断
結
果
を

正
し
く
見
る
目
が
追
い
つ
け
ば
日
々
の
施

設
点
検
な
ど
も
精
度
高
く
状
態
を
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
職
員
と
な
っ
て
十
年
程

度
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る
様
な
の
で
、

次
回
も
ぜ
ひ
参
加
し
色
々
な
話
を
伺
い
、

ま
た
同
時
期
に
職
員
と
な
っ
た
仲
間
と
懇

親
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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平
成
二
十
四
年
十
月
四
日
㈭
〜
五
日
㈮

に
二
十
九
名
の
参
加
に
よ
り
岩
手
県
と
宮

城
県
へ
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

岩
手
県
の
照
井
土
地
改
良
区
で
は
『
小

水
力
発
電
に
つ
い
て
』、
宮
城
県
の
亘
理

土
地
改
良
区
で
は
『
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
状
況
等
に
つ
い
て
』
そ
れ
ぞ
れ
研

修
し
ま
し
た
。

　

照
井
土
地
改
良
区
は
、
受
益
面
積
一
、

四
九
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
受
益
市
町
村
は

一
関
市
・
平
泉
町
、
組
合
員
数
は
二
、

〇
一
二
名
。
約
八
五
〇
年
前
に
照
井
太
郎

高
春
に
よ
り
用
水
路
が
開
削
さ
れ
、
平
成

十
八
年
度
に
全
国
疏
水
百
選
に
認
定
。
世

界
文
化
遺
産
の
「
平
泉
」
文
化
遺
産
構
成

群
の
中
に
照
井
堰
用
水
路
が
含
ま
れ
て
お

り
、
歴
史
的
に
も
重
要
な
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
地
球
の
未
来
を
考
え
、
農
業
団
体
と

し
て
何
が
で
き
る
か
？
」
を
考
え
、
地
球

温
暖
化
抑
制
の
一
助
に
な
ろ
う
と
、
農
業

水
路
を
利
用
し
た
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
事

業
を
開
始
。
一
級
河
川
北
上
川
水
系
磐
井

川
を
取
水
源
と
す
る
南
照
井
堰
幹
線
用
水

路
の
未
利
用
落
差
（
急
流
工
）
を
利
用
し

た
小
水
力
発
電
の
照
井
発
電
所
は
、
最
大

有
効
落
差
六
・
八
八
ｍ
、
最
大
使
用
水
量

一
、〇
八
七
㎥
／
ｓ
、
最
大
出
力
五
〇
kW
、

常
時
出
力
三
〇
kW
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
加
さ

れ
た
方
々
は
自
分
の
土
地
改
良
区
の
現
状

と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
熱
心
に
研
修
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

亘
理
土
地
改
良
区
は
、
受
益
面
積
四
、

六
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
組
合
員
数
は
四
、

七
四
八
名
。
地
域
は
、
仙
台
市
よ
り
南
へ

三
〇
㎞
、
宮
城
県
南
東
部
に
位
置
す
る
亘

理
町
と
山
元
町
に
ま
た
が
り
、
東
は
太
平

洋
に
面
し
、
西
は
阿
武
隈
川
、
南
は
福
島

県
と
面
し
て
い
る
農
業
地
帯
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
発
生
し
た
巨

大
津
波
は
、
海
岸
堤
防
や
防
潮
水
門
を
乗

り
越
え
て
沿
岸
部
の
集
落
や
田
畑
を
飲
み

込
み
、
海
岸
か
ら
四
㎞
内
陸
に
あ
る
土
地

改
良
区
庁
舎
に
ま
で
到
達
し
ま
し
た
。

　

津
波
の
被
害
を
受
け
た
水
田
は
管
内
の

約
七
〇
％
に
も
及
び
、
沿
岸
部
十
一
カ
所

の
排
水
機
場
の
す
べ
て
が
被
災
し
て
機
能

を
停
止
し
、
地
震
直
後
に
津
波
に
備
え
て

防
潮
樋
門
を
閉
鎖
し
た
改
良
区
職
員
は
津

波
到
達
前
に
避
難
し
て
危
う
く
難
を
逃
れ

た
そ
う
で
す
。

　

震
災
後
、
排
水
機
場
の
部
分
的
な
機
能

照井土地改良区

照井発電所

亘理土地改良区

回
復
や
仮
設
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
機
能
の

仮
復
旧
と
、
水
路
、
農
地
か
ら
の
ガ
レ
キ

の
撤
去
が
概
ね
完
了
。
平
成
二
十
四
年
度

の
作
付
面
積
は
管
内
の
水
田
の
約
六
〇
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
地
区
の
農
業
の
復
旧
・
復
興
に
は
な

お
長
い
時
間
を
要
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。
改
良
区
の
皆
様
の
奮
闘
に
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

参
加
者
の
皆
様
よ
り
研
修
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度

視
察
研
修
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　

富
岡
町
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
田
良
行

　

平
成
二
十
四
年
十
月
四
日
に
照
井
土
地 破壊された花笠第２排水機場
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改
良
区
（
岩
手
県
一
関
市
）、
五
日
は
亘

理
土
地
改
良
区
（
宮
城
県
亘
理
町
・
山
元

町
）
の
視
察
研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

研
修
の
際
は
、
会
長
さ
ん
は
じ
め
参
加

さ
れ
た
方
々
と
協
議
会
執
行
部
の
方
々
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
良
き
経
験
と
思
い
出
と
な

り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
農
業
用
水
路
の
急
流
工
を
利

用
し
た
小
水
力
発
電
に
取
組
ん
で
い
る
照

井
土
地
改
良
区
を
視
察
し
ま
し
て
、
こ
こ

は
八
五
〇
年
前
に
功
績
を
残
さ
れ
た
照
井

太
郎
高
春
と
い
う
方
の
意
思
を
継
承
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
、
売
電
目
的
で
は
な
く

地
球
温
暖
化
が
原
因
と
さ
れ
る
異
常
気

象
、
環
境
に
悪
影
響
が
及
ん
で
い
る
中
で

抑
制
の
一
助
に
な
ろ
う
と
、
農
業
団
体
と

し
て
の
役
割
を
考
え
ら
れ
た
末
の
発
電
事

業
計
画
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
全
国

各
地
か
ら
各
分
野
の
視
察
団
が
頻
繁
に
訪

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

我
が
土
地
改
良
区
も
原
発
事
故
の
復
興

後
は
、
ダ
ム
等
を
活
用
し
た
発
電
事
業
を

試
み
る
こ
と
も
必
要
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
（
発
電
持
続
可
能
な
水
量
が
あ
れ

ば
の
話
で
す
が
？
）。

　

翌
日
は
、
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
被

害
で
復
興
に
取
組
み
中
の
亘
理
土
地
改
艮

区
を
視
察
し
ま
し
た
。
受
益
面
積
四
、

六
〇
〇
ha
の
内
、
約
八
割
の
水
田
が
被
害

に
見
舞
わ
れ
、
除
塩
工
事
区
域
を
先
行
さ

せ
住
民
が
住
宅
を
失
う
中
で
昨
年
は
二

割
、
今
年
は
六
割
ま
で
耕
作
す
る
こ
と
が

で
き
た
そ
う
で
す
。

　

施
設
に
お
い
て
は
、
全
地
域
の
営
農
を

支
え
て
き
た
揚
水
・
排
水
機
場
が
殆
ど
爆

破
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
状
況
を
目
の
当
た

り
に
し
絶
句
す
る
光
景
で
あ
り
ま
し
た
。

地
盤
沈
下
で
海
抜
０
ｍ
以
下
と
な
り
高

潮
、
浸
水
に
よ
る
二
次
災
害
の
危
険
性
を

抱
え
て
お
り
復
旧
計
画
が
中
々
捗
ら
な
い

と
の
こ
と
で
す
。

　

更
に
は
、
町
特
産
の
苺
で
生
計
を
立
て

る
農
家
も
多
く
年
間
に
一
千
万
円
の
収
入

を
得
る
家
族
も
あ
り
、
被
災
農
地
を
水
田

か
ら
畑
に
考
え
る
農
家
が
増
え
て
復
旧
計

画
が
進
ま
な
い
原
因
の
一
つ
と
も
さ
れ
て

い
る
と
も
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

何
よ
り
も
土
地
改
良
区
運
営
の
取
組
み

方
で
す
が
、
作
付
け
で
き
な
い
水
田
に
賦

課
金
を
求
め
ら
れ
な
い
中
で
職
員
人
件
費

を
ど
の
よ
う
に
補
う
か
大
変
苦
慮
し
た
と

の
こ
と
で
す
。
被
災
で
施
設
の
管
理
が
省

か
れ
た
こ
と
で
県
か
ら
の
災
害
調
査
に
関

わ
る
委
託
料
と
か
、
数
名
を
県
土
地
連
合

会
へ
出
向
受
入
な
ど
で
職
員
を
リ
ス
ト
ラ

さ
せ
ず
現
在
も
繋
い
で
奮
闘
し
て
い
る
と

の
説
明
に
は
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

更
な
る
復
興
へ
の
取
組
む
考
え
方
、
行

動
が
迅
速
に
対
応
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ら
れ
た
の
で
、
原
発
事
故
に
よ
る
被
災

者
の
一
人
と
し
て
風
評
被
害
も
含
め
早
期

に
復
興
で
き
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

視
察
研
修
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　

飯
舘
村
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村　

初
子

　

今
回
の
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
辛
く
と

も
前
を
向
こ
う
と
す
る
取
組
に
、「
日
本

人
の
底
力
」
と
「
未
来
へ
繋
ぐ
心
の
糧
」

と
な
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

岩
手
県
照
井
土
地
改
良
区
で
は
、
平
成

二
十
年
度
に
経
済
産
業
省
の
「
地
域
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
促
進
事
業
」
を
活
用

し
、
平
成
二
十
一
年
度
に
東
北
地
域
で
初

と
な
る
農
業
水
利
施
設
を
利
用
し
た
マ
イ

ク
ロ
水
力
発
電
所
（
総
事
業
費
約
五
、

五
〇
〇
万
円
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

当
該
整
備
に
お
い
て
は
、
地
権
者
の
調

整
や
規
制
法
の
手
続
き
が
大
き
な
課
題
で

あ
っ
た
一
方
で
、
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
早
い
時
期
か

ら
地
区
住
民
の
意
見
を
収
集
す
べ
く
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
重
ね
た
こ
と
が
、

規
範
的
な
整
備
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
と
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
三
月
の
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
以
来
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た

言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
照
井
土
地
改
良
区
に
み
ら
れ
る
地

形
を
い
か
し
、
大
規
模
な
ダ
ム
建
設
を
要

し
な
い
河
川
や
農
業
用
水
の
落
差
を
活
用

し
た
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
は
、
今
後
よ
り

注
目
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

宮
城
県
亘
理
土
地
改
良
区
で
は
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
目
標
に
、
想
定

を
大
き
く
超
え
た
甚
大
な
津
波
の
被
害
を

乗
り
越
え
る
べ
く
、
今
な
お
不
断
の
活
動

を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
該
地
区
で
は
、
押
し
寄
せ
た
巨
大
津

波
が
、
海
岸
か
ら
約
四
㎞
も
内
陸
部
に
あ

る
亘
理
土
地
改
良
区
庁
舎
ま
で
達
し
、
沿

岸
部
十
一
か
所
の
排
水
機
場
の
す
べ
て
が

機
能
停
止
に
陥
り
、
土
地
改
良
区
職
員
は

地
震
直
後
に
防
潮
樋
門
を
閉
鎖
す
る
な

ど
、
大
変
な
苦
労
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
は
水
田
作
付
面
積
の
目

標
を
管
内
水
田
の
六
〇
％
と
定
め
て
早
急

復
旧
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

余
談
と
な
り
ま
す
が
、
本
稿
を
草
す
る

折
、
以
前
に
娘
と
訪
れ
た
琵
琶
湖
疏
水
の

水
路
閣
を
思
い
出
し
ま
し
た
。そ
の
際
は
、

京
都
の
歴
史
的
景
観
に
よ
く
マ
ッ
チ
し
た

異
国
風
建
造
の
美
し
さ
に
心
を
奪
わ
れ
る

ば
か
り
か
、
東
京
遷
都
で
沈
み
き
っ
た
京
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都
に
活
力
を
呼
び
戻
す
た
め
に
建
設
さ
れ

た
琵
琶
湖
疏
水
に
、
農
業
水
利
歴
史
を
も

感
じ
、
心
静
か
な
ひ
と
と
き
に
不
思
議
と

私
達
は
不
安
な
心
を
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
日
本
各
地
で
地
震
や
洪

水
、津
波
、飢
饉
な
ど
様
々
な
天
災
が
あ
っ

た
こ
と
は
歴
史
に
明
ら
か
で
す
が
、
そ
の

時
々
に
苦
悩
し
な
が
ら
命
の
水
を
守
り
続

け
て
き
た
、
名
も
無
き
偉
大
な
先
人
が
い

た
こ
と
も
事
実
で
す
。そ
う
考
え
る
と
き
、

長
い
年
月
を
か
け
想
像
も
及
ば
な
い
ほ

ど
、
長
大
な
水
路
を
大
地
に
め
ぐ
ら
す
弛

ま
ぬ
努
力
を
し
た
先
人
た
ち
に
思
い
を
馳

せ
感
慨
を
覚
え
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
を
も

ち
、
日
本
の
国
土
は
〝
生
き
た
土
地
〞
た

り
え
て
い
る
の
で
す
か
ら
…
。

　

ま
た
、
一
方
で
原
子
力
事
故
に
よ
る
放

射
能
汚
染
の
現
場
に
立
ち
会
っ
た
身
と
し

て
、
便
利
さ
を
追
求
し
た
果
て
に
過
去
に

は
存
在
し
な
か
っ
た
化
学
物
質
で
環
境
を

汚
染
し
続
け
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
危
険

性
を
考
察
す
る
こ
と
も
、
そ
の
罪
に
気
づ

く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
自
分
自
身
に
反

省
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

汚
染
地
域
は
、
未
だ
復
興
の
き
ざ
し
が

見
え
ま
せ
ん
が
、
こ
の
研
修
を
通
し
て
感

じ
た
不
屈
の
精
神
と
前
向
き
な
行
動
力

を
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
思
い
起
こ
し
な
が

ら
「
復
旧
・
復
興
の
あ
ゆ
み
」
を
着
実
に

歩
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度

視
察
研
修
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　

小
田
高
原
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

友
子

　

十
月
四
日
〜
五
日
の
二
日
間
の
日
程
で

の
視
察
研
修
に
会
津
の
他
の
改
良
区
職
員

の
方
か
ら
の
誘
い
も
あ
り
喜
ん
で
一
緒
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
津
ま

で
バ
ス
を
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
と

て
も
あ
り
が
た
く
出
発
い
た
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
ま
ず
世
嬉
の
一
酒
の
民
族
文
化

博
物
館
に
行
き
、
大
き
な
酒
蔵
等
を
見
学

し
て
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
昼
食
と
な
り

ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
お
餅
の

下
に
十
人
に
一
人
の
割
合
で「
当
た
り
棒
」

が
隠
さ
れ
て
い
た
の
を
見
事
に
当
て
、
お

み
や
げ
の
酒
を
い
た
だ
き
研
修
の
さ
い
先

良
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。午
後
は
、

岩
手
県
一
関
市
の
照
井
土
地
改
良
区
を
訪

れ
、
ま
ず
事
務
所
に
て
農
業
用
水
路
で
の

落
差
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
の
説
明
を

う
け
、
そ
の
後
実
際
の
現
地
の
施
設
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
近
年
た
び
た

び
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
施

設
を
見
る
の
は
初
め
て
で
し
た
の
で
、
私

共
の
改
良
区
で
は
今
の
と
こ
ろ
導
入
で
き

る
環
境
に
は
な
い
の
で
す
が
大
変
興
味
深

く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
中
尊

寺
の
歴
史
あ
る
建
造
物
の
数
々
に
ふ
れ
、

静
寂
さ
の
中
で
し
ば
し
時
が
と
ま
る
感
を

う
け
ま
し
た
。
そ
の
後
は
宿
泊
先
で
あ
る

秋
保
温
泉
へ
と
到
着
し
ま
し
た
。
参
加
者

の
方
々
と
の
懇
親
の
夕
べ
を
迎
え
、
楽
し

い
時
を
す
ご
し
、
の
ん
び
り
と
温
泉
入
浴

で
一
日
目
の
疲
れ
を
と
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
宮
城
県
亘
理
土
地
改
良
区
を

訪
れ
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波

が
土
地
改
良
区
庁
舎
ま
で
到
達
し
た
こ

と
、
改
良
区
の
管
理
す
る
施
設
の
ほ
と
ん

ど
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
、
農

地
の
七
割
以
上
が
津
波
に
よ
る
塩
害
を
受

け
た
こ
と
な
ど
生
々
し
い
当
時
の
説
明
を

し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
実
際
に
被
害
を

う
け
た
現
場
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
途
中

の
車
中
か
ら
も
、
震
災
か
ら
一
年
半
以
上

経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
津
波
に

よ
る
脅
威
を
感
じ
ま
し
た
が
、
被
災
施
設

の
一
つ
で
も
あ
る
花
笠
第
二
排
水
場
に
着

い
た
時
に
は
、
あ
ま
り
に
も
無
残
に
破
壊

さ
れ
た
機
場
に
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。

　

三
・
一
一
当
時
の
テ
レ
ビ
画
面
に
映
し

だ
さ
れ
た
津
波
の
映
像
と
重
な
り
、
改
め

て
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
と
悲
惨
さ
を
体
感
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
復
興
に
む
け
と

り
組
む
方
々
に
は
、
心
か
ら
頑
張
っ
て
下

さ
い
と
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

昼
食
は
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
で
の
食
事

で
し
た
が
、
せ
っ
か
く
の
ビ
ー
ル
園
で
し

た
の
に
帰
り
の
車
の
運
転
が
あ
る
の
で

口
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、

ち
ょ
っ
と
残
念
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
土
地

連
さ
ん
で
浜
通
り
、
中
通
り
の
方
々
と
別

れ
無
事
会
津
へ
と
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

　

土
地
改
良
区
の
職
員
に
な
っ
て
十
五
年

が
た
ち
ま
す
が
、
職
員
連
絡
協
議
会
の
県

外
視
察
研
修
に
参
加
し
た
の
は
初
め
て
で

し
た
。
今
回
の
研
修
を
計
画
し
て
下
さ
り

尽
力
な
さ
れ
た
事
務
局
の
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。「

平
成
二
十
四
年
度

視
察
研
修
」に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

駒
形
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

慎
子

　

私
は
、
勤
続
十
年
目
に
し
て
初
め
て
会

津
支
部
以
外
の
視
察
研
修
に
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
職
員
さ
ん
も
県
内
あ
ち
ら

こ
ち
ら
よ
り
参
加
さ
れ
て
い
て
、
私
は
緊

張
感
で
強
張
っ
た
顔
に
な
っ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
の
研
修
視
察
地
「
水
土
里

ネ
ッ
ト
て
る
い
」
様
を
訪
問
し
ま
し
た
。

さ
す
が
、世
界
文
化
遺
産
登
録
の
「
平
泉
」

に
関
わ
っ
て
い
る
改
良
区
だ
け
あ
っ
て
、

き
ち
ん
と
整
理
整
頓
さ
れ
た
事
務
所
で
気

持
ち
が
良
か
っ
た
で
す
。
こ
こ
で
は
、「
小



24－　－

水
力
発
電
に
つ
い
て
」
の
研
修
で
し
た
。

こ
の
改
良
区
の
沿
革
の
説
明
を
受
け
た
時

に
、
規
模
は
違
う
が
本
区
と
同
じ
だ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
域
は
深
刻

な
水
不
足
で
悩
み
、
出
し
た
答
え
が
水
を

ひ
く
水
路
作
り
で
、
命
懸
け
で
水
路
作
り

を
し
た
と
い
う
事
で
す
。
本
区
の
駒
形
堰

も
同
じ
で
し
た
。
私
は
、
親
近
感
を
持
っ

て
、研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
理
的
に
も
本
区
と
類
似
し
て
い
た
の

で
、
本
区
も
農
業
用
水
を
利
用
し
た
小
水

力
発
電
が
可
能
だ
と
思
い
ま
し
た
。た
だ
、

リ
ス
ク
や
電
力
の
利
用
先
が
検
討
さ
れ
る

な
ど
考
え
さ
せ
ら
れ
る
研
修
で
し
た
。「
水

土
里
ネ
ッ
ト
て
る
い
」
の
役
職
員
の
皆
さ

ん
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、「
水
土
里
ネ
ッ
ト
て
る
い
」

を
後
に
し
て
、
平
成
二
十
三
年
度
に
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
平
泉
の
「
中
尊

寺
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。
や
は
り
、
金
色

堂
は
目
に
眩
し
い
輝
き
を
放
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
私
は
、
花
よ
り
団
子
派
な
の

で
、
中
尊
寺
の
金
粉
カ
ス
テ
ラ
を
沢
山
購

入
し
、
満
足
し
な
が
ら
宿
泊
先
の
秋
保
温

泉
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

宿
泊
先
で
は
、
夕
飯
時
に
は
懇
親
会
が

催
さ
れ
、仕
事
の
話
に
花
が
さ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
部
屋
割
も
、
私
は
、
小
田
高
原
土

地
改
良
区
さ
ん
と
会
津
大
川
土
地
改
良
区

さ
ん
と
同
じ
部
屋
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

改
良
区
の
職
員
の
お
話
を
聞
け
て
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
、
他
の
改
良

区
職
員
さ
ん
の
話
を
聞
く
事
は
あ
ま
り
な

い
の
で
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
横
の
繋
が
り
も
広
が
る
の
で
心
強
く

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、二
日
目
の
研
修
視
察
地
は「
水

土
里
ネ
ッ
ト
わ
た
り
」
様
へ
の
訪
問
で
し

た
。
こ
こ
で
の
研
修
は
、「
平
成
二
十
三

年
三
月
十
一
日
発
生
の
東
日
本
大
震
災

（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
）
か
ら
の
復

興
状
況
等
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
ま
ざ
ま

ざ
と
そ
の
被
災
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
大
き
な
爪
痕
は
、
そ
れ
を
経
験

し
た
人
で
な
い
と
ほ
ん
と
う
の
怖
さ
は
わ

か
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
震
災
か
ら
一

年
半
の
歳
月
が
経
っ
て
も
、
復
興
は
ま
だ

ま
だ
と
の
状
況
で
し
た
。
言
葉
で
は
、
被

災
し
た
農
地
や
水
利
施
設
を
復
興
さ
せ
よ

う
と
簡
単
に
言
え
ま
す
が
、
当
事
者
に

な
っ
た
ら
、
口
に
出
せ
な
い
苦
労
が
あ
る

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

さ
れ
て
い
る
方
が
成
長
し
前
に
進
ん
で
行

く
事
を
信
じ
て
い
ま
す
。
自
分
も
努
力
を

怠
ら
な
い
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。「
水
土
里
ネ
ッ
ト
わ
た
り
」
の
役
職

員
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
私
に
と
っ
て
心
と
頭

を
活
性
化
さ
せ
る
勉
強
会
で
し
た
。
毎
日

の
仕
事
に
怠
慢
に
な
ら
ず
、
日
々
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
研
修
会
を
企
画
し
、
お

世
話
下
さ
っ
た
水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島
総
務

課
の
担
当
者
様
、
ま
た
、
福
島
県
土
地
改

良
団
体
職
員
連
絡
協
議
会
の
皆
様
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。」

視
察
研
修
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　

布
藤
堰
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

勝

　

今
回
、
職
員
連
絡
協
議
会
平
成
二
十
四

年
度
視
察
研
修
と
い
う
事
で
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
改
良
区
の
職
員
に
な
っ
て
三
年
目

な
の
で
す
が
、
職
員
連
絡
協
議
会
の
視
察

研
修
に
参
加
す
る
の
は
、
昨
年
は
震
災
の

影
響
で
見
合
わ
せ
て
い
た
関
係
も
あ
り
、

初
め
て
参
加
で
し
た
。
研
修
の
案
内
を
頂

い
て
内
容
を
見
て
み
る
と
、
昨
今
、
非
常

に
機
運
の
盛
り
上
が
っ
て
い
る
「
小
水
力

発
電
」
と
、
常
々
気
が
か
り
で
し
た
「
震

災
か
ら
の
復
興
状
況
」
と
あ
り
迷
わ
ず
参

加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
岩
手
県
に
あ
る
「
照
井
土

地
改
良
区
」
に
お
邪
魔
し
て
、
小
水
力
発

電
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
照
井
土
地
改

良
区
の
照
井
堰
用
水
は
疏
水
百
選
に
も
選

ば
れ
て
お
り
、
当
改
良
区
の
二
十
四
年
度

役
員
研
修
の
候
補
に
挙
が
っ
て
お
り
ま
し

た
。（
実
際
の
研
修
は
少
し
北
の
胆
沢
平

野
に
行
き
ま
し
た
。）
小
水
力
発
電
に
は

話
題
性
も
あ
り
予
て
か
ら
興
味
が
あ
り
、

一
昨
年
の
役
員
研
修
で
は
栃
木
県
の
「
那

須
野
ヶ
原
土
地
改
良
区
」
の
小
水
力
発
電

を
視
察
し
て
お
り
ま
す
。
照
井
土
地
改
良

区
に
着
い
て
、
事
務
所
の
二
階
で
説
明
を

受
け
る
べ
く
部
屋
に
入
り
概
要
説
明
に
入

る
の
か
と
思
っ
て
い
る
と
、
な
ん
と
研
修

来
区
者
が
五
〇
〇
人
目
と
い
う
事
で
会
津

中
央
土
地
改
良
区
の
佐
藤
康
義
主
任
が
記

念
品
を
受
け
取
る
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
が

あ
り
研
修
も
和
や
か
ム
ー
ド
の
中
で
進
み

ま
し
た
。
現
地
案
内
し
て
も
ら
い
発
電
施

設
を
見
学
し
ま
し
た
。
見
学
し
た
施
設
は

最
大
出
力
五
〇
kW
・
常
時
出
力
三
〇
kW
と

い
う
小
水
力
〜
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
と

い
っ
た
施
設
に
な
っ
て
お
り
当
改
良
区
で

抱
え
る
施
設
に
丁
度
良
い
の
か
な
と
い
っ

た
感
想
を
持
ち
な
が
ら
帰
っ
て
来
ま
し

た
。
取
り
組
み
や
す
く
な
っ
て
き
て
は
い

る
よ
う
で
す
が
、
水
利
権
の
問
題
等
課
題

が
ま
だ
あ
る
の
が
現
状
の
よ
う
で
、
そ
の

辺
が
も
う
少
し
融
通
が
利
く
よ
う
に
な
ら

な
い
も
の
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

二
日
目
に
入
り
ま
し
て
、
研
修
地
を
宮

城
県
に
あ
り
ま
す
「
亘
理
土
地
改
良
区
」
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に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
て
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
研
修
を
受
け

ま
し
た
。事
務
所
で
理
事
長
さ
ん
を
初
め
、

職
員
の
方
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
役

職
員
の
方
々
が
寝
る
間
も
な
い
ほ
ど
奔
走

し
た
様
子
や
、
農
地
の
被
害
の
状
況
等
の

説
明
を
受
け
、
内
陸
部
に
あ
る
改
良
区
の

庁
舎
に
ま
で
津
波
が
到
達
し
た
事
な
ど
も

聞
き
改
め
て
今
回
の
津
波
の
パ
ワ
ー
を
感

じ
ま
し
た
。
排
水
機
場
も
か
な
り
の
ダ

メ
ー
ジ
を
負
っ
て
い
て
、
津
波
が
な
か
な

か
引
か
な
い
等
の
影
響
も
出
て
い
た
よ
う

で
す
。
事
務
所
を
後
に
し
、
現
地
を
見
学

に
向
か
う
車
中
で
目
に
す
る
光
景
は
あ
ま

り
に
現
実
離
れ
し
て
い
て
、
以
前
は
住
民

の
方
の
生
活
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
つ
か

な
い
ほ
ど
何
も
な
く
、
呆
気
に
と
ら
れ
る

ば
か
り
で
し
た
。
改
め
て
亡
く
な
っ
た
方

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
一

日
も
早
い
復
興
の
思
い
を
強
く
し
た
研
修

二
日
目
で
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
有
意
義
な
研

修
は
も
ち
ろ
ん
の
事
で
す
が
、
情
報
交
換

会
や
移
動
の
バ
ス
の
中
な
ど
で
、
色
々
な

方
の
お
話
を
聞
け
て
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
遠
藤
会
長
を
は
じ

め
、
事
務
局
の
佐
久
間
さ
ん
、
斉
藤
さ
ん

の
ご
尽
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
研
修
が
あ
り

ま
し
た
ら
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

視
察
研
修
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　

会
津
北
部
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

龍
輔

　

会
員
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
福
島
県
土
地
改
良
団
体
職
員
連

絡
協
議
会
の
視
察
研
修
に
初
め
て
参
加

し
、岩
手
県
一
関
市
の
照
井
土
地
改
良
区
、

宮
城
県
の
亘
理
土
地
改
良
区
を
研
修
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
日
目
の
照
井
土
地
改
良
区
で

は
照
井
土
地
改
良
区
の
起
源
で
あ
る
照
井

堰
の
説
明
、
歴
史
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ

り
、
農
業
用
水
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電

の
説
明
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
全
国
疏
水

百
選
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
照
井
堰
用
水

を
使
っ
た
照
井
発
電
所
は
最
大
出
力
五
十

キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、
八
十
二
戸
程
度
の
家
庭

用
電
力
を
ま
か
な
う
事
が
で
き
、
発
電
所

の
す
ぐ
近
く
に
住
宅
が
あ
る
た
め
、
騒
音

対
策
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
を
三
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
す
る
対
策
が
と
ら
れ
、

こ
れ
に
よ
り
近
隣
住
民
の
方
か
ら
は
、
発

電
所
を
設
置
す
る
前
よ
り
も
静
か
に
な
っ

た
と
の
話
で
し
た
（
設
置
す
る
前
は
急
流

工
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
）。
設
置
当

初
は
二
十
四
時
間
体
制
で
除
塵
作
業
等
の

た
め
に
現
場
に
行
っ
て
い
た
そ
う
で
、
慣

れ
て
く
る
と
発
電
出
力
の
変
化
や
こ
の
時

間
に
行
け
ば
い
い
な
ど
の
事
が
段
々
わ

か
っ
て
き
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
メ
ン
テ
を
使
用
し
て
事

務
所
の
パ
ソ
コ
ン
や
職
員
の
携
帯
電
話
で

発
電
量
、
状
態
を
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
て
い
る
と
の
説
明
も
あ
り
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
亘
理
土
地
改
良
区
を
研
修
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
亘
理
土
地
改

良
区
の
概
要
や
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
地

震
、
津
波
に
よ
り
平
成
二
十
三
年
度
は
ほ

と
ん
ど
の
地
域
で
米
の
作
付
け
が
で
き
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
除
塩
作
業
や
ガ
レ
キ

撤
去
の
お
陰
も
あ
り
、
今
年
は
約
六
割
の

受
益
面
積
で
作
付
け
す
る
事
が
で
き
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
津
波
に
よ
り

管
内
に
十
一
あ
る
排
水
機
場
が
全
て
稼
働

停
止
し
、
内
二
機
は
再
稼
働
が
不
可
能
な

ま
で
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
の
話
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
亘
理
土
地

改
良
区
の
職
員
の
方
と
管
内
を
バ
ス
で
周

り
な
が
ら
視
察
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
は
津

波
に
よ
り
建
物
の
基
礎
だ
け
が
残
っ
て
い

る
所
で
周
り
に
建
物
が
無
い
状
態
で
し

た
。
そ
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
が
海
岸
の
近
く
に
立
っ
て
い
る
電
柱
で

す
。
こ
こ
は
そ
の
く
ら
い
の
高
さ
の
津
波

が
来
ま
し
た
と
い
う
職
員
の
方
の
言
葉
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
周
り
に
何
も
な
い
の

で
余
計
に
そ
の
高
さ
が
分
か
り
、
た
だ
呆

然
と
眺
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
会
津
で
生

活
を
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
等
の
報
道
で
し
か
、
津
波
の
怖
さ
を

知
る
事
が
無
く
、
現
地
の
方
の
話
を
聞

き
、
現
地
を
見
て
、
津
波
の
怖
さ
を
さ
ら

に
実
感
し
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
で
震
災

後
、
初
め
て
被
災
地
に
行
き
ま
し
た
。
目

を
背
け
た
く
な
る
よ
う
な
光
景
で
、
な
ん

て
言
っ
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
、
と
い

う
様
な
状
況
で
言
葉
で
は
表
現
が
で
き
ま

せ
ん
。
た
だ
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

両
土
地
改
良
区
の
方
々
に
は
、
お
忙
し

い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
て
も
親
切
に

研
修
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
私
に
と
っ
て
被
災
地
の

復
興
研
修
を
含
め
、
生
涯
脳
裏
か
ら
消
え

る
こ
と
の
な
い
感
慨
深
い
視
察
研
修
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
こ
れ

か
ら
の
業
務
に
励
ん
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。





k-ikumi
タイプライターテキスト

k-ikumi
タイプライターテキスト

k-ikumi
タイプライターテキスト

k-ikumi
タイプライターテキスト

k-ikumi
タイプライターテキスト

k-ikumi
タイプライターテキスト

k-ikumi
タイプライターテキスト

k-ikumi
タイプライターテキスト

k-ikumi
タイプライターテキスト







30－　－

新会員の
みなさんより
新会員の
みなさんより

　

こ
の
職
場
に
お
世
話
に
な
っ
て
早
く
も

一
年
近
く
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
十
分
な
知
識
も
な
い
ま
ま
、
無

我
夢
中
で
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
よ
う
や
く
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
よ
う

で
す
。
日
々
の
現
金
の
管
理
・
出
納
を
主

と
す
る
会
計
業
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す

が
、
現
金
の
取
扱
い
は
間
違
い
が
許
さ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
か
な
り
神
経
を
使
い

ま
す
。

　

私
自
身
は
、
結
構
歳
を
重
ね
て
お
り
、

そ
れ
な
り
に
経
験
は
積
ん
で
い
る
つ
も
り

で
す
が
、
時
と
し
て
単
純
な
ミ
ス
を
犯
し

て
し
ま
う
と
い
う
安
易
な
性
格
は
昔
か
ら

変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。
今
後
、
仕
事
の

上
で
ミ
ス
を
し
な
い
と
い
う
の
は
当
然
の

こ
と
で
す
が
、
理
事
長
は
じ
め
役
員
の

方
々
、
職
場
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た
効
率
的
な
業

務
運
営
を
目
指
し
た
い
も
の
だ
と
、
新
た

な
思
い
を
噛
み
し
め
て
い
る
昨
今
で
は
あ

り
ま
す
。
福
島
県
土
地
改
良
団
体
職
員
連

絡
協
議
会
の
皆
さ
ま
に
も
よ
ろ
し
く
ご
指

導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
土
地
改
良
区
に
関
し
て
は
、
勤
務

す
る
以
前
は
ま
っ
た
く
知
識
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
水
に
恵
ま
れ
ず
、

旱
魃
と
の
戦
い
で
農
業
が
困
難
で
あ
っ
た

時
代
に
、
鮫
川
堰
は
、
先
人
の
多
大
な
労

苦
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
造
ら
れ
た
こ
と
、

そ
し
て
多
く
の
人
た
ち
に
展
望
を
与
え
、

今
を
生
き
て
い
る
我
々
に
も
大
き
な
恩
恵

を
与
え
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
そ

の
歴
史
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
言

う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
農
業
に
水

は
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
堰
の
築
造
と

現
在
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
、
先
人
の
偉

大
な
力
に
よ
る
大
き
な
贈
り
物
だ
っ
た
と

あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
農
業
は
、
個
人
で
出
来
る
こ
と
で

は
な
く
、
農
全
般
、
特
に
末
づ
く
り
は
集

落
の
力
が
必
要
な
作
業
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
水
田
の
造
成
、
管
理
、
収
穫
の

技
術
は
代
々
伝
え
ら
れ
、田
植
え
に
し
ろ
、

収
穫
に
し
ろ
、
土
に
拠
っ
て
生
き
る
者
同

士
が
そ
れ
ぞ
れ
知
恵
を
出
し
合
い
、
助
け

合
っ
て
生
き
、
自
然
と
の
つ
き
あ
い
方
や

食
べ
物
を
粗
末
に
し
な
い
な
ど
、
当
た
り

前
の
こ
と
が
農
と
共
に
あ
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
、
日
本
の
農
業

は
危
機
的
状
況
に
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
減
反
政
策
と
生
産
調
整
に
よ
っ

て
、
農
の
崩
壊
が
加
速
し
、
地
域
の
過
疎

化
を
招
き
、
都
市
中
心
の
い
び
つ
な
姿
を

生
ん
だ
と
の
話
も
聞
き
ま
す
。今
の
時
代
、

「
自
分
は
自
分
」「
我
関
せ
ず
」
と
い
う
風

潮
が
幅
を
利
か
せ
て
い
る
の
は
、
農
業
離

れ
と
無
関
係
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
今
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
」
の
問
題

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
が
日
本
農
業
へ
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
は
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
が
、
人
は
物
を
食
べ
な
け
れ
ば
生

き
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
多
く
の
食
べ
物
は

農
業
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し

た
意
味
か
ら
も
農
業
が
い
か
に
大
切
な
産

業
で
あ
る
か
は
今
更
言
う
ま
で
も
な
い
こ

と
で
す
。
そ
の
大
事
な
食
を
他
国
に
任
せ

る
と
言
う
の
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
の
本
質

鮫
川
堰
土
地
改
良
区

坂
本　

昭
夫

雑　
　

感

だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
の
日
本
は
、
食
物
自
給
率
が
問
題
視

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
可
能
な
限
り
、
自
分

の
国
の
食
べ
物
は
自
分
の
国
で
作
る
と
い

う
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
仕
事
を
始
め
て
か
ら
、
日
本
の
農

業
に
つ
い
て
、
少
し
は
、
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
っ
と
農
業
が
大

事
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
農
業
を
大
切
に
す
る
社
会
と
な
り
、

日
本
農
業
の
発
展
に
繋
が
る
県
土
連
の
今

後
一
層
の
飛
躍
を
願
い
つ
つ
、
日
本
農
業

の
復
興
を
祈
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

日
々
の
業
務
を
遂
行
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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私
は
今
年
の
四
月
か
ら
須
賀
川
市
土
地

改
良
区
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
何
を
隠
そ
う
十
七
年
ぶ
り
の
出

戻
り
で
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
二
十
代
の
頃
、
ア
ル
バ

イ
ト
で
お
世
話
に
な
り
、
出
産
の
た
め
に

辞
め
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
十
七
年
間
の

歳
月
は
ま
さ
に
「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」、

娘
は
高
校
生
と
な
り
、
私
は
不
本
意
な
が

ら「
お
ば
さ
ん
」と
言
わ
れ
る
年
齢
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
最
大
の
出
来
事
は
去
年

の
大
震
災
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
事
務
局
が

入
っ
て
い
た
須
賀
川
市
役
所
は
倒
壊
し
、

市
内
の
住
居
、
農
地
等
も
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
原
発
被
害
に
よ
る
見
え
ざ

る
も
の
へ
の
脅
威
、
不
安
は
誰
も
が
想
像

し
得
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
事
務
局
は
仮

庁
舎
に
落
ち
着
い
た
の
も
つ
か
の
間
、
同

年
九
月
の
台
風
の
水
害
に
も
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
今
で
も
浸
水
し
た
無
惨
な
書
類
等

を
見
る
た
び
に
、
少
な
い
人
数
で
こ
こ
ま

で
業
務
を
立
て
直
す
ま
で
の
気
力
、
体
力

は
ど
れ
程
の
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

二
重
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
再
生
し
た

こ
の
事
務
局
に
、
再
び
席
を
置
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
以
前
勤
務
し
て
い
た
と

は
言
え
、
あ
の
当
時
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
補

助
に
す
ぎ
ず
、
漠
然
と
し
た
知
識
し
か
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
今
の
私
は
初
心
者
同
然

で
す
。
勤
務
し
て
半
年
が
過
ぎ
、
担
当
し

て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
（
ま
だ
ほ
ん
の

一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
）
少
し
ず
つ
覚
え
て

き
ま
し
た
が
、
折
に
触
れ
思
う
こ
と
は
、

土
地
改
良
区
の
業
務
内
容
が
多
岐
に
渡
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
家
庭
に
育
ち
農
業
に
関
す
る
知

識
も
乏
し
く
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
が
新

鮮
で
あ
り
、
未
知
の
世
界
で
す
。

　

今
は
ま
だ
半
人
前
で
す
が
、
震
災
、
原

発
被
害
は
も
と
よ
り
様
々
な
農
業
問
題
を

抱
え
な
が
ら
も
懸
命
に
農
業
と
向
き
合

い
、
汗
を
流
し
て
働
い
て
い
る
組
合
員
の

方
々
を
裏
か
ら
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま

た
よ
り
良
い
農
業
の
未
来
を
作
る
た
め
に

微
力
な
が
ら
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。上
司
や
関
係
事
務
所
の
方
々
、

ま
た
組
合
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
頂
き
な
が
ら
、
一
日
も
早
く
一
人
前
に

な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
再
び
こ
ち
ら
で
勤
務
す
る
こ
と

福
島
市
土
地
改
良
区

本
多　

利
勝

土
地
改
良
区
業
務
に

つ
い
て

　

初
め
ま
し
て
、
本
年
度
か
ら
再
度
職
員

連
絡
協
議
会
に
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
、
本
多
と
申
し
ま
す
。
八
年
前
ま
で

は
、
土
地
連
の
職
員
と
し
て
県
内
各
土
地

改
良
区
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
事
を

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
七
月
に
行
わ
れ

た
、
土
地
改
良
団
体
職
員
連
絡
協
議
会
総

会
で
職
員
の
み
な
さ
ん
に
お
会
い
で
き

て
、
懐
か
し
さ
で
一
杯
で
し
た
。

　

福
島
市
土
地
改
良
区
に
は
土
地
連
退
職

後
に
、
お
も
に
、
土
地
改
良
区
の
栗
本
堰

地
区
、
井
野
目
堰
地
区
の
維
持
管
理
と
施

設
の
補
修
事
業
工
事
、
組
合
員
の
台
帳
整

理
を
福
島
市
笹
谷
の
単
独
事
務
所
に
勤
務

し
て
い
ま
し
た
が
、
福
島
市
土
地
改
良
区

は
各
方
部
に
松
川
町
事
務
所
、
笹
谷
事
務

所
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
四
月
か
ら
福
島

市
浜
田
町
に
統
合
さ
れ
、
移
転
し
私
の
業

務
は
同
じ
で
す
が
浜
田
町
に
職
員
六
名
で

勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

土
地
連
の
時
の
勤
務
で
は
、
専
門
業
務

で
の
仕
事
で
あ
り
、
こ
の
職
場
に
勤
務
し

て
か
ら
は
、
土
地
改
良
区
全
体
の
業
務
の

流
れ
と
事
務
所
内
に
お
い
て
、
各
担
当
職

員
で
の
会
計
・
総
務
関
係
の
理
事
会
、
総

代
会
等
の
準
備
、
資
料
作
成
、
ま
た
、
今

年
度
は
十
一
月
に
役
員
改
選
も
あ
り
、
事

務
手
続
き
、
補
助
事
業
対
象
の
調
査
、
維

持
管
理
の
点
検
、
経
常
賦
課
金
、
維
持
管

理
費
賦
課
金
の
徴
収
な
ど
、
土
地
改
良
区

の
幅
の
広
い
業
務
で
大
変
勉
強
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
の
業
務
と
し
て
、
福
島
市
土
地
改

良
区
の
維
持
管
理
計
画
書
作
成
の
勉
強
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
、
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

須
賀
川
市
土
地
改
良
区

松
川　

早
苗

「
新
参
者
で
す
」

と
な
り
、
つ
く
づ
く
縁
と
は
不
思
議
な
も

の
だ
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ご
縁

を
大
切
に
し
、
感
謝
し
、
今
後
も
こ
の
初

心
を
忘
れ
ず
、
真
摯
な
気
持
ち
で
日
々
の

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
、
こ
の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
気
持

ち
を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。



32－　－

会
津
北
部
土
地
改
良
区

立
川　

基
毅

土
地
改
良
区
職
員
と

な
っ
て

　

会
員
の
皆
様
は
じ
め
ま
し
て
、
こ
の
度

会
津
北
部
土
地
改
良
区
に
お
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
立
川
と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
四
月
よ
り
採
用
さ
れ
て
か
ら
早

い
も
の
で
九
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
土
地
改
良
区
に
つ
い
て
よ
く
分

か
っ
て
い
な
い
状
態
で
そ
の
業
務
に
携
わ

り
始
め
た
の
で
、
不
慣
れ
な
業
務
内
容

や
、
慣
れ
親
し
ん
だ
地
元
で
あ
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
管
内
の
地
理
に
つ
い
て
分

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
や
、
こ
れ

ま
で
農
家
の
方
々
と
お
話
し
す
る
機
会
が

な
く
、
ど
の
よ
う
に
話
し
て
い
い
か
分
か

ら
な
い
な
ど
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
日
々

の
業
務
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
私
と
農
業
の
係
わ
り
と
い
え

ば
、
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
忙
し
い
時

期
だ
け
手
伝
っ
て
い
た
程
度
で
、
田
ん
ぼ

の
脇
を
通
っ
て
い
る
水
路
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
流
れ
て
く
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
そ
の
水
を
流
す
た
め
に

は
、
た
だ
取
水
し
て
流
し
て
い
る
の
で
は

な
く
組
合
員
の
皆
様
と
協
力
し
合
っ
て
流

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。

ま
た
農
業
用
水
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

集
落
内
へ
の
生
活
用
水
、
防
火
用
水
、
消

雪
用
水
な
ど
に
使
う
た
め
に
も
取
水
し
て

い
る
と
知
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
く
機
会
も
あ
り
、
研
修
の
内
容
や
他

の
土
地
改
良
区
の
皆
様
の
お
話
な
ど
参
考

に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
、
こ
れ
か
ら
も
参

加
で
き
る
と
き
は
積
極
的
に
参
加
し
、

色
々
な
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
で
は
仕
事
も
分
か
っ
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
業
務
の

一
部
分
し
か
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
組
合
員

の
皆
様
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
も
戸
惑
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
皆
様
の
お
力
に

な
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
点
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
な
ど
で
上
司
の
皆
様
に
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
ん
な
私
に
上
司
の
皆
様
に
は
色
々

な
こ
と
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
い
て
感

謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
そ
の
教
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
決
し
て
無
駄
に
は
せ

ず
、
こ
れ
か
ら
色
々
な
経
験
を
積
み
重
ね

て
い
き
な
が
ら
組
合
員
の
皆
様
の
た
め

に
、
一
日
で
も
早
く
お
力
に
な
れ
る
よ
う

に
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島

宮
田　
　

亮

一
年
目
を
振
り
返
っ
て

　

平
成
二
十
四
年
度
よ
り
水
土
里
ネ
ッ
ト

福
島
に
勤
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
、

宮
田
と
申
し
ま
す
。出
身
は
茨
城
県
で
す
。

学
生
時
代
に
農
村
計
画
を
専
攻
と
し
て
き

た
経
緯
か
ら
、
こ
う
し
た
ご
縁
を
頂
い
た

こ
と
は
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
理
論
や

経
験
が
僅
か
な
が
ら
有
益
に
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
新
た
な
知
識
や
価

値
観
の
養
成
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。
入

会
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
致
し
ま

す
。

　

辞
令
を
頂
い
て
か
ら
間
も
無
く
一
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
を

振
り
返
る
と
業
務
の
中
で
の
様
々
な
経
験

や
地
域
の
風
景
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
福

島
に
足
を
運
ん
だ
の
は
十
年
振
り
と
な
り

ま
す
。
そ
の
当
時
は
ス
キ
ー
場
を
訪
れ
る

機
会
が
幾
度
か
あ
り
、
自
然
が
与
え
る
効

用
を
享
受
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

一
方
、
福
島
に
移
り
住
ん
で
か
ら
目
の
当

た
り
に
し
た
自
然
が
も
た
ら
す
光
景
は
、

そ
れ
と
は
対
照
的
に
畏
怖
の
念
を
抱
か
さ

れ
、
事
の
大
き
さ
と
風
土
を
尊
重
し
た
地

域
計
画
の
重
要
性
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
計
画
的
避
難
区
域
に
お
け
る
人
の

手
の
管
理
が
離
れ
た
地
域
の
光
景
は
、
人

の
善
意
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
叡
智
で
あ
っ

て
も
歴
史
が
示
す
よ
う
に
、
応
用
し
よ
う

と
す
る
人
の
価
値
観
に
問
題
が
あ
れ
ば
災

い
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

本
県
の
農
業
農
村
が
置
か
れ
た
状
況
を

見
渡
す
と
、
過
疎
化
・
高
齢
化
な
ど
の
従

来
か
ら
存
在
す
る
普
遍
的
な
要
素
の
み
な

ら
ず
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
震
災
に
付
随
す
る
問
題

が
存
在
し
、
農
村
整
備
は
従
来
の
技
術
に

他
の
分
野
と
の
横
断
的
な
連
携
に
よ
る
新

た
な
知
識
体
系
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
私
が
果
た
す
役
割
は
そ
う

し
た
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
ス
キ
ー
ム

の
一
部
と
な
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
状
況

に
お
い
て
個
人
の
成
果
が
他
の
領
域
に
与

え
る
影
響
を
加
味
し
、
マ
ク
ロ
な
視
点
を

念
頭
に
置
い
た
立
ち
振
る
舞
い
が
理
想
の

姿
と
し
て
示
唆
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
現
在

の
配
属
先
は
農
村
整
備
部
測
量
課
と
な
り

ま
す
。
業
務
内
容
は
測
量
機
器
を
用
い
た

地
形
デ
ー
タ
の
取
得
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

の
成
果
品
と
し
て
の
整
理
が
中
心
で
、

日
々
の
業
務
が
学
習
の
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
関
係
団
体
と
の
協
議
に
立
ち
会
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
専
門
的
な
文
脈
を

あ
り
の
ま
ま
捉
え
る
だ
け
で
、
内
容
の
妥

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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当
性
の
検
討
す
る
領
域
に
は
及
ば
ず
、
知

見
の
蓄
積
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
時
に
は
他
の
課
の
業
務
に
携
わ
る
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
多
く
は
災
害
に
関
連
し

た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

震
災
に
起
因
し
た
問
題
の
全
容
把
握
と

解
決
に
繋
げ
る
た
め
方
策
が
検
討
さ
れ
、

見
通
し
を
付
け
る
た
め
の
模
索
が
展
開
さ

れ
な
が
ら
も
、
そ
の
兆
し
は
遠
い
位
置
に

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
「
絆
」
と
集

約
さ
れ
た
人
々
の
信
頼
か
ら
成
る
協
調
行

動
は
社
会
の
効
率
性
を
高
め
る
と
さ
れ
、

復
興
へ
の
近
道
は
そ
こ
に
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に

一
躍
を
担
え
る
人
物
を
目
標
と
し
て
知
性

と
感
性
を
高
め
、
農
村
振
興
と
復
興
の
兆

し
へ
の
接
近
を
荷
担
で
き
れ
ば
思
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
の
香
り
、
音
、
景
色
の
維

持
・
再
生
に
向
け
て
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

富
岡
町
土
地
改
良
区

鈴
木　

大
輔

大
震
災
を
経
験
し
て

　

平
成
二
十
四
年
度
よ
り
正
式
採
用
さ

れ
、
当
改
良
区
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
鈴
木
と
申
し
ま
す
。
臨
時
職
員
時
代

は
、
福
島
県
富
岡
用
水
改
良
事
務
所
に
出

向
し
、
二
年
八
ヶ
月
の
間
「
滝
川
ダ
ム
」

の
構
造
・
施
設
・
管
理
等
に
つ
い
て
学
ん

で
お
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
富
岡
町
は
原
発
事
故
の
影
響
で

警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
、
当
改
良
区
も
富

岡
町
役
場
と
共
に
郡
山
市
に
移
転
し
、
生

活
支
援
課
の
一
員
と
し
て
業
務
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

震
災
当
時
私
は
、
滝
川
ダ
ム
で
計
測
の

業
務
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
震
災
か
ら
遡

る
こ
と
数
時
間
前
、
ダ
ム
で
は
不
具
合
の

多
か
っ
た
地
震
計
の
点
検
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
点
検
が
終
わ
り
、
保
守
点
検
会

社
の
職
員
さ
ん
と
「
ダ
ム
の
地
下
で
震
度

四
の
地
震
が
起
き
た
ら
す
さ
ま
じ
い
揺
れ

に
な
り
ま
す
ね
」
と
冗
談
を
言
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
の
冗
談
が
現
実
に
な
る
と

は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

建
て
ら
れ
た
ば
か
り
の
管
理
事
務
所
が

壊
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
く
ら
い

の
強
く
長
い
揺
れ
で
、
立
っ
て
い
る
こ
と

さ
え
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
ダ
ム
で

業
務
を
し
て
い
た
方
に
け
が
も
な
く
、
建

物
に
も
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
ダ
ム
の
湖
面
に
は
通
常
起

こ
り
う
る
は
ず
の
な
い
波
と
地
す
べ
り
が

発
生
し
、
普
段
の
穏
や
か
な
景
色
は
一
変

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ダ
ム
で
は
自
家
発
電
設
備
を
備
え
て
い

た
為
、
そ
の
後
の
情
報
収
集
は
比
較
的
容

易
に
行
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
仙
台
空
港

を
襲
う
津
波
や
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
発

生
し
た
大
規
模
火
災
な
ど
、
テ
レ
ビ
の
中

継
を
落
ち
着
い
て
見
ら
れ
る
状
態
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
大
津

波
は
富
岡
の
町
に
も
襲
い
掛
か
り
、
お
世

話
に
な
っ
て
い
た
用
水
改
良
事
務
所
に
も

浸
水
の
被
害
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

震
災
翌
日
に
は
、
原
子
力
発
電
所
で
の

爆
発
事
故
が
発
生
し
、
先
が
見
え
ず
、
電

気
・
水
・
食
糧
な
ど
が
不
足
す
る
な
か
、

数
ヶ
月
も
の
避
難
所
生
活
を
経
て
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
は
現
在
、
富
岡
町
役
場
生

活
支
援
課
で
仮
設
住
宅
に
暮
ら
す
町
民
の

方
々
へ
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
仮

設
住
宅
で
の
生
活
は
富
岡
町
で
の
生
活
と

は
全
く
異
な
り
、
不
便
な
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
す
。

　

長
々
と
現
在
ま
で
の
お
話
を
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
原
発
事
故
は
富
岡
町
の
農

業
へ
大
き
な
課
題
を
作
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
後
継
者
不
足
に
追
い
討
ち
を
掛
け
る

か
の
よ
う
に
放
射
線
・
除
染
の
問
題
が
発

生
し
、
農
業
再
開
の
め
ど
も
立
た
な
い
ま

ま
農
家
の
方
々
は
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私
に
も
今
後
の

農
業
が
ど
う
な
る
か
全
く
見
当
も
つ
き
ま

せ
ん
。

　

今
後
、
復
興
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に

農
業
再
開
に
向
け
た
農
地
の
除
染
が
行
わ

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
除
染

に
つ
い
て
も
開
始
の
時
期
・
工
法
な
ど

様
々
な
課
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
不
安
要
素
を
取
り
除
か
な
い
限
り
、
組

合
員
の
方
も
安
心
し
て
農
業
再
開
を
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
生
活
支
援
課
の
業
務
と
共

に
町
内
の
水
利
施
設
の
管
理
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。再
び
富
岡
町
の
水
路
が
活
躍
し
、

青
々
と
し
た
田
園
風
景
が
見
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
、
目
の
前
に
あ
る
課
題
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
ご
指
導
、
ご
支
援

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

乱
文
、
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
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磐
梯
西
部
土
地
改
良
区

穴
澤　

健
也

水
土
里
ネ
ッ
ト
初
期
職
員

研
修
会
に
参
加
し
て

　

こ
ん
に
ち
は
。
平
成
二
十
四
年
の
四
月

か
ら
磐
梯
西
部
土
地
改
良
区
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
穴
澤
と
申
し
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
て
か
ら
八
カ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、あ
っ
と
い
う
間
の
八
カ
月
で
し
た
。

今
で
は
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た
日
常
業
務

で
す
が
、
採
用
当
初
は
何
も
出
来
ず
、
理

事
長
、
各
役
員
の
方
に
は
迷
惑
を
お
掛
け

す
る
事
が
多
か
っ
た
で
す
。
ま
た
地
域
の

組
合
員
の
方
々
に
も
助
け
ら
れ
、
忙
し
い

な
が
ら
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
度
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
三

日
か
ら
十
四
日
に
か
け
て
、
第
四
回
水
土

里
ネ
ッ
ト
初
期
職
員
研
修
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

職
員
と
な
り
約
十
年
の
方
が
対
象
と
な

る
研
修
会
で
、
研
修
内
容
も
日
頃
の
業
務

に
関
わ
る
事
が
多
く
、
分
か
り
や
す
い
説

明
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
諸
先
輩
方
に
も
貴
重
な
ア
ド
バ

イ
ス
や
、
過
去
の
体
験
を
聞
か
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
先
輩
方
に
も
、
職
員
一
年
目
と

会
津
東
部
土
地
改
良
区

鈴
木　

清
剛

「
土
地
改
良
区
で
働
く
う
え

で
の
今
後
の
抱
負
」

き
よ
た
か

　

私
が
、
土
地
改
良
区
で
の
業
務
を
行
っ

て
い
る
中
で
一
番
感
じ
た
事
は
、「
川
に

流
れ
る
水
の
大
切
さ
が
、
多
く
の
人
に
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
事
で
す
。
農
業
を
営
ん
で
い
な
い

多
く
の
方
は
、
川
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
舗

装
さ
れ
て
い
て
、
田
植
え
の
時
期
に
な
れ

ば
当
然
川
に
多
く
の
水
が
流
れ
て
い
る
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。
ま
た
、
土
地
改
良
区
と
は
い
っ
た
い

何
を
す
る
組
織
な
の
か
。
な
ぜ
、
賦
課
金

を
毎
年
支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
。
な
ど
の
疑
問
を
持
っ
て
い
る
方
々
が

多
く
い
ら
れ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
れ

は
田
を
貸
し
た
り
し
て
直
接
農
作
業
を
行

わ
な
い
土
地
所
有
者
や
、
若
い
土
地
所
有

者
の
方
々
が
川
に
流
れ
て
い
る
水
に
対
す

る
関
心
が
低
い
こ
と
が
原
因
だ
と
私
は
思

い
ま
す
。
実
際
私
も
今
の
よ
う
に
土
地
改

良
区
で
働
く
環
境
に
い
な
け
れ
ば
、
水
路

の
水
に
対
し
て
関
心
な
ど
持
た
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
幸
運
に
も

川
に
流
れ
る
水
の
大
切
さ
を
知
り
、
当
た

り
前
の
よ
う
に
川
に
水
を
流
す
事
の
大
変

さ
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
環
境
に
今
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
に
身
を
置
く
か
ら
こ

そ
、私
が
取
り
組
み
た
い
と
感
じ
た
事
は
、

も
っ
と
土
地
改
良
区
の
業
務
に
つ
い
て
、

ま
た
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
地
域
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
頂
き
た
い
と
い
う
事
で
す
。

そ
れ
に
は
ま
ず
、
土
地
改
良
区
の
職
員
が

も
っ
と
基
盤
整
備
の
作
業
中
の
現
場
や
水

路
な
ど
の
現
場
に
行
き
、
土
地
改
良
区
職

員
の
姿
を
見
せ
、
そ
こ
で
作
業
を
し
て
い

る
業
者
の
方
や
地
元
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
多
く
と
る
事
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
土
地
改
良
区
の
広
報

誌
の
発
行
を
積
極
的
に
行
う
事
も
良
い
方

法
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
当
土
地
改
良
区

で
は
年
一
回
の
発
行
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
発
行
回
数
を
二
回
、
三
回
に
す

る
事
に
よ
り
土
地
改
良
区
の
情
報
を
も
っ

と
発
信
し
、
土
地
改
良
区
の
組
織
や
業
務

に
つ
い
て
今
以
上
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
事
が
で
き
ま
す
。
な
に
よ
り
、
土
地
改

良
区
の
組
織
や
日
々
の
業
務
を
も
っ
と
地

域
の
中
で
認
識
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
川
に

水
が
流
れ
る
大
切
さ
、
水
路
を
補
修
す
る

重
要
性
、
基
盤
整
備
で
農
地
を
集
積
す
る

意
味
を
理
解
し
て
も
ら
え
、
も
っ
と
多
く

の
意
見
や
考
え
が
色
々
な
方
向
か
ら
出
て

い
う
時
期
が
あ
り
、
複
雑
な
業
務
で
苦
労

さ
れ
た
話
や
、
地
元
組
合
員
の
方
に
助
け

ら
れ
た
話
を
聞
き
、
今
の
自
分
と
同
じ
道

を
歩
い
て
来
ら
れ
た
と
思
う
と
、
と
て
も

心
強
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
情
報
交
換
会

の
際
に
他
改
良
区
の
方
や
関
係
者
の
方
と

お
話
を
さ
せ
て
頂
き
、
改
良
区
の
地
域
に

お
け
る
役
割
や
重
要
性
を
再
認
識
で
き

て
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
ま
だ
経
験
も
少
な
く
、
分
か
ら
な

い
事
を
質
問
す
る
立
場
で
す
が
、
今
後
一

層
の
努
力
を
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
出
来
る

立
場
か
ら
研
修
会
等
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
、
同
じ
問
題
を
抱
え
る
地
域
が
数

多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で

同
様
に
、
各
改
良
区
や
関
係
者
の
方
々
の

御
尽
力
を
賜
り
ま
し
て
、
御
指
導
・
御
鞭

撻
を
頂
き
、
会
津
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
研
修
会
に
携
わ
れ
た

皆
様
に
感
謝
し
、
こ
の
様
な
研
修
会
が
今

後
も
継
続
し
て
い
く
事
を
切
に
願
い
ま

す
。
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初
め
ま
し
て
、
今
年
度
四
月
に
会
津
宮

川
土
地
改
良
区
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
福
田

和
洋
と
中
し
ま
す
。
生
ま
れ
は
、
旧
新
鶴

村
で
、
会
津
宮
川
土
地
改
良
区
で
働
け
る

こ
と
も
何
か
の
ご
縁
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
若
輩
者

で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
「
土
地
改
良
区
」
と
初
め
て
聞
い
た
と

き
は
、そ
の
仕
事
の
内
容
も
よ
く
知
ら
ず
、

単
に
土
地
を
改
良
す
る
仕
事
と
い
う
曖
昧

な
イ
メ
ー
ジ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
地
元
を
離
れ
て
い
た
時
間
も
長
い

た
め
、
土
地
勘
も
薄
れ
て
お
り
、
地
区
の

名
前
す
ら
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

土
地
改
良
区
の
仕
事
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど

奥
深
さ
と
幅
広
い
仕
事
内
容
に
戸
惑
う
ば

か
り
で
す
が
、
知
ら
な
い
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
は
私
に
と
っ
て
楽
し
く
ま
た
喜
び
で
あ

り
、
充
実
感
を
得
な
が
ら
日
々
勉
強
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
ず
土
地
改
良
区
に
採
用
さ
れ
て
か
ら

は
、
会
津
美
里
町
役
場
農
林
課
で
約
半
年

間
の
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
農
業
の
知
識
が
皆
無
に
近
い

私
に
と
っ
て
、
農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備

促
進
事
業
や
戸
別
所
得
補
償
制
度
、
ま
た

米
の
全
袋
検
査
な
ど
を
間
近
で
接
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
で
、
会
津
の
農
政
を
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
研
修
も
九
月
末
に
修
了

し
、
会
津
宮
川
土
地
改
良
区
に
戻
っ
て
か

ら
は
、
事
務
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
現
場
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
先
述
し
た
と
お
り
、
担
当

の
仕
事
ば
か
り
で
は
な
い
土
地
改
良
区
の

仕
事
の
幅
広
さ
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
諸
先
輩
方
の
仕
事
ぶ
り
に
刺
激
を

受
け
、日
々
勉
強
す
る
毎
日
で
あ
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
業
務
の
一
部
を
か
じ
っ
た
に
過

ぎ
ま
せ
ん
の
で
、
組
合
員
の
方
々
や
業
者

の
方
々
の
問
い
合
わ
せ
に
も
戸
惑
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
日
で
も
早

く
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
日
開
催
さ
れ
た
初
期
職
員
研

修
で
は
、
研
修
内
容
で
あ
る
工
事
の
積

算
・
施
工
管
理
、
維
持
管
理
計
画
、
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、「
単
語
で
は
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
程
度
の
認
識

で
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
講
師
の
先

生
方
か
ら
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ

き
、
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

情
報
交
換
会
で
も
、
諸
先
輩
方
の
話
や
一

挙
一
動
が
勉
強
と
な
り
、
私
に
と
っ
て
大

き
な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
と
こ
の

よ
う
な
交
流
を
持
て
る
場
に
は
、
今
後
も

積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、

皆
様
方
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

好
奇
心
と
向
上
心
を
忘
れ
ず
に
精
進
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
津
宮
川
土
地
改
良
区

福
田　

和
洋

皆
様
、
初
め
ま
し
て

き
て
、
土
地
改
良
区
が
今
以
上
に
活
気
の

あ
る
組
織
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
福
島
県
で
は
放
射
能
の
問

題
を
抱
え
、
水
の
安
全
性
に
対
す
る
懸
念

が
あ
り
、
マ
イ
ナ
ス
な
意
味
で
水
に
対
す

る
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
現
状
の
中
、
水
と
密
接
に
係
わ
っ
た
仕

事
を
し
て
い
る
私
た
ち
土
地
改
良
区
職
員

に
と
っ
て
、
今
の
状
況
は
マ
イ
ナ
ス
で
は

な
く
や
り
が
い
の
あ
る
プ
ラ
ス
の
状
況
だ

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

の
よ
う
な
注
目
さ
れ
て
い
る
大
変
な
状
況

だ
か
ら
こ
そ
、
日
々
の
仕
事
を
一
生
懸
命

取
り
組
む
事
で
土
地
改
良
区
の
事
を
も
っ

と
地
域
の
皆
様
に
知
っ
て
も
ら
え
る
チ
ャ

ン
ス
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

以
上
の
事
を
常
に
心
の
中
に
持
ち
な
が

ら
、
私
は
上
地
改
良
区
に
つ
い
て
今
以
上

に
多
く
の
方
々
に
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
活
気
の
あ
る
組
織
を
目
指
し
、
組

合
員
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。






